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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造であって、該ソール構造が、外部アウトソール面
および該アウトソール面と該足受けチャンバとの間に配置された衝撃減衰部材を含み、該
衝撃減衰部材の主要面がその中に画定された開口または凹みを有するソール構造、
　該開口または凹みの中に設けられたハウジングであって、該ハウジングが受け部を画定
し、該受け部が、該足受けチャンバに面する、電子モジュールを取り出し可能に受けるた
めの開口を有する、ハウジング、ならびに
　ソール構造から電子モジュールの凹み、開口または溝の中に延びることによってハウジ
ングに電子モジュールを固定するように形成された部材
を含む、フットウェア製品。
【請求項２】
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造であって、該ソール構造が、外部アウトソール面
および該アウトソール面と該足受けチャンバとの間に配置された衝撃減衰部材を含み、該
衝撃減衰部材の主要面がその中に画定された開口または凹みを有する、ソール構造、
　該開口または凹みの中に設けられたハウジングであって、該足受けチャンバに面する受
け部を画定するハウジング、
　該足受けチャンバならびに開口もしくは凹みを通して該受け部に取り出し可能に取り付
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け可能な物体であって、電子モジュールおよび充填要素の群より選択される物体、ならび
に
　該物体をハウジングに固定するためのシステムであって、ソール構造から該物体中に画
定された凹み、開口または溝の中に延びる部材を含むシステム
を含む、フットウェア製品。
【請求項３】
　物体が充填要素である、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項４】
　充填要素が発泡体材料を含む、請求項3記載のフットウェア製品。
【請求項５】
　充填要素が硬質ブロックである、請求項3記載のフットウェア製品。
【請求項６】
　物体が電子モジュールである、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項７】
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、請求項6記載のフットウェア製品。
【請求項８】
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、請求項7記載のフットウェア製品。
【請求項９】
　電子モジュールが速度および距離センサである、請求項7記載のフットウェア製品。
【請求項１０】
　電子モジュールをハウジングと固定するためのシステムをさらに含む、請求項6記載の
フットウェア製品。
【請求項１１】
　システムの少なくとも一部分が電子モジュールと直接係合する、請求項10記載のフット
ウェア製品。
【請求項１２】
　電子モジュールが、ハウジングの中に、該ハウジングに対して二つ以下の向きで嵌るよ
うに構成されている、請求項6記載のフットウェア製品。
【請求項１３】
　衝撃減衰部材がミッドソール要素を含む、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項１４】
　ハウジングがフットウェア製品の土踏まずまたはミッドフット部に配置されている、請
求項2記載のフットウェア製品。
【請求項１５】
　ハウジングがフットウェア製品のヒール領域に配置されている、請求項2記載のフット
ウェア製品。
【請求項１６】
　ハウジングを少なくとも部分的に覆う足接触部材をさらに含む、請求項2記載のフット
ウェア製品。
【請求項１７】
　足接触部材が、インソール部材、中敷きおよびブーティー要素からなる群より選択され
る少なくとも一つの部材を含む、請求項16記載のフットウェア製品。
【請求項１８】
　ハウジングを少なくとも部分的に覆うカバー要素をさらに含む、請求項2記載のフット
ウェア製品。
【請求項１９】
　カバー部材が衝撃減衰材料を含む、請求項18記載のフットウェア製品。
【請求項２０】
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　カバー部材が足接触部材の一部として一体的に形成され、該足接触部材が、インソール
部材、中敷きおよびブーティー要素からなる群より選択される少なくとも一つの部材を含
む、請求項19記載のフットウェア製品。
【請求項２１】
　カバー部材が、少なくとも部分的にハウジングの上に延びる硬質プラスチック材料を含
む、請求項18記載のフットウェア製品。
【請求項２２】
　受け部が、足受けチャンバからアウトソール面に向けて延びる方向に非対称的である、
請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項２３】
　ハウジングの受け部が非対称的である、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項２４】
　受け部が、物体を受け取る上外周を含み、該上外周が少なくとも一つの点で非対称的で
ある、請求項23記載のフットウェア製品。
【請求項２５】
　物体をハウジングと固定するためのシステムをさらに含む、請求項2記載のフットウェ
ア製品。
【請求項２６】
　システムが、受け部を少なくとも部分的に横切って延びる、衝撃減衰部材またはハウジ
ングの少なくとも一つと係合した保定装置を含む、請求項25記載のフットウェア製品。
【請求項２７】
　システムが、物体をハウジングに対して所定位置に保持するための締結具を含む、請求
項25記載のフットウェア製品。
【請求項２８】
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項２９】
　アンテナシステムがハウジングから延びる、請求項28記載のフットウェア製品。
【請求項３０】
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電
子モジュールをさらに含む、請求項28記載のフットウェア製品。
【請求項３１】
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合し、かつ電子モジュールから独
立して位置する電源をさらに含む、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項３２】
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、請求項31記載のフットウェア製品。
【請求項３３】
　物体が電子モジュールであり、電子モジュールが、ハウジング内で少なくとも部分的に
係合し、電源と電気的に連絡している、請求項31記載のフットウェア製品。
【請求項３４】
　ハウジングが硬質ハウジングである、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項３５】
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が、該下外周の周囲よ
りも大きい周囲を有する、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項３６】
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周よりも大き
い、請求項2記載のフットウェア製品。
【請求項３７】
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周とは異なる
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形状である、請求項2記載のフットウェア製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は一般に、たとえば身体行使または運動能力パラメータを感知するための電子モ
ジュールおよびそのようなモジュールを保持するためのハウジングを含むフットウェアお
よび他の製品に関する。さらには、運動能力感知システムおよびユーザの運動能力を感知
するために上記装置を使用する方法についても記載される。
【背景技術】
【０００２】
背景
　近年、フットウェアの技術は、競技用フットウェアをはじめとする最新のフットウェア
の少なくともいくつかの例が様々な電子部品を含むまでに進化した。たとえば現在および
継続中のフットウェアの使用に関する特性に基づいて、たとえばフットウェア製品によっ
て提供される衝撃力減衰の程度を感知し、制御するための装置を含むフットウェアシステ
ムが公知である。また、フットウェアに関連する他の電子システムおよび機能についても
公知である。
【発明の開示】
【０００３】
概要
　本発明の様々な局面は、たとえば身体能力の特性を感知する(たとえば競技または他の
運動能力に関連する一つまたは複数の身体的または生理学的パラメータを計測する)ため
の一つまたは複数の電子モジュールを含むフットウェア製品、足受け装置および/または
他の装置、ならびにそのような電子モジュールを取り付けるためのシステムを含むフット
ウェア製品、足受け装置および/または他の装置に関する。本発明のより具体的な局面は
、(a)上記タイプの電子モジュールを受けるための中に画定されたハウジングを含むフッ
トウェア製品もしくは他の構造、(b)上記タイプの非対称電子モジュールを受けるための
中に画定された非対称ハウジングを含むフットウェア製品もしくは他の構造、(c)上記タ
イプの電子モジュール(もしくは他の装置)をフットウェア製品もしくは他の製品と取り出
し可能に取り付けるための固定システムおよび/もしくは解放機構を含むフットウェア製
品もしくは他の構造、(d)上記タイプの電子モジュールを選択的にアクティブ化するため
のアクティブ化システムを含むフットウェア製品もしくは他の構造、(e)上記タイプの電
子モジュールを選択的にアクティブ化するための認証システムを含むフットウェア製品も
しくは他の構造、ならびに/または(f)上記タイプの電子モジュールを(場合によっては上
記さらなる特徴の一つまたは複数とともに)受けるための自在受け部または装置に関する
。
【０００４】
　本発明のさらなる局面は、上記様々なタイプのハウジング、電子モジュール、固定シス
テム、解放システム、アクティブ化システム、認証システムなどを含むフットウェア製品
、他の足受け装置および/または他の構造を製造する方法に関する。本発明のさらに追加
的な局面は、上記タイプの電子モジュール、フットウェア製品および/または他の装置を
含む運動能力感知システム(または他の身体的もしくは生理学的パラメータ計測もしくは
感知システム)、ならびにそのようなシステムを製造し、使用する(たとえば、場合によっ
ては運動能力に関連する一つまたは複数の身体的または生理学的パラメータを計測するた
め、運動実施の前、最中または後でデータまたは他の情報を競技者または他のユーザに提
供するためなどに)方法に関する。

　以下に、本発明の基本的な諸特徴および種々の態様を列挙する。
［１］
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　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造であって、該ソール構造が、外部アウトソール面
および該アウトソール面と該足受けチャンバとの間に配置された衝撃減衰部材を含み、該
衝撃減衰部材の主要面がその中に画定された開口または凹みを有するソール構造、ならび
に
　該開口または凹みの中に設けられたハウジングであって、該ハウジングが受け部を画定
し、該受け部が、該足受けチャンバに面する、電子モジュールを取り出し可能に受けるた
めの開口を有する、ハウジング
を含む、フットウェア製品。
［２］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造であって、該ソール構造が、外部アウトソール面
および該アウトソール面と該足受けチャンバとの間に配置された衝撃減衰部材を含み、該
衝撃減衰部材の主要面がその中に画定された開口または凹みを有する、ソール構造、
　該開口または凹みの中に設けられたハウジングであって、該足受けチャンバに面する受
け部を画定するハウジング、ならびに
　該受け部に取り出し可能に取り付けられた物体であって、電子モジュールおよび充填要
素の群より選択される物体
を含む、フットウェア製品。
［３］
　物体が充填要素である、［2］のフットウェア製品。
［４］
　充填要素が発泡体材料を含む、［3］のフットウェア製品。
［５］
　充填要素が硬質ブロックである、［3］のフットウェア製品。
［６］
　物体が電子モジュールである、［2］のフットウェア製品。
［７］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、［6］のフットウェア製品。
［８］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［7］のフットウェア製品。
［９］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［7］のフットウェア製品。
［１０］
　電子モジュールをハウジングと固定するためのシステムをさらに含む、［6］のフット
ウェア製品。
［１１］
　システムの少なくとも一部分が電子モジュールと直接係合する、［10］のフットウェア
製品。
［１２］
　システムが、電子モジュール中に画定された凹み、開口または溝の中に延びる部材を含
む、［10］のフットウェア製品。
［１３］
　電子モジュールが、ハウジングの中に、該ハウジングに対して二つ以下の向きで嵌るよ
うに構成されている、［6］のフットウェア製品。
［１４］
　衝撃減衰部材がミッドソール要素を含む、［2］のフットウェア製品。
［１５］
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　ハウジングがフットウェア製品の土踏まずまたはミッドフット部に配置されている、［
2］のフットウェア製品。
［１６］
　ハウジングがフットウェア製品のヒール領域に配置されている、［2］のフットウェア
製品。
［１７］
　ハウジングを少なくとも部分的に覆う足接触部材をさらに含む、［2］のフットウェア
製品。
［１８］
　足接触部材が、インソール部材、中敷きおよびブーティー要素からなる群より選択され
る少なくとも一つの部材を含む、［17］のフットウェア製品。
［１９］
　ハウジングを少なくとも部分的に覆うカバー要素をさらに含む、［2］のフットウェア
製品。
［２０］
　カバー部材が衝撃減衰材料を含む、［19］のフットウェア製品。
［２１］
　カバー部材が足接触部材の一部として一体的に形成され、該足接触部材が、インソール
部材、中敷きおよびブーティー要素からなる群より選択される少なくとも一つの部材を含
む、、［20］のフットウェア製品。
［２２］
　カバー部材が、少なくとも部分的にハウジングの上に延びる硬質プラスチック材料を含
む、［19］のフットウェア製品。
［２３］
　受け部が、足受けチャンバからアウトソール面に向けて延びる方向に非対称的である、
［2］のフットウェア製品。
［２４］
　ハウジングの受け部が非対称的である、［2］のフットウェア製品。
［２５］
　受け部が、物体を受け取る上外周を含み、該上外周が少なくとも一つの点で非対称的で
ある、［24］のフットウェア製品。
［２６］
　物体をハウジングと固定するためのシステムをさらに含む、［2］のフットウェア製品
。
［２７］
　システムが、受け部を少なくとも部分的に横切って延びる、衝撃減衰部材またはハウジ
ングの少なくとも一つと係合した保定装置を含む、［26］のフットウェア製品。
［２８］
　システムが、物体をハウジングに対して所定位置に保持するための締結具を含む、［26
］のフットウェア製品。
［２９］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、［2］のフットウェア製品。
［３０］
　アンテナシステムがハウジングから延びる、［29］のフットウェア製品。
［３１］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電
子モジュールをさらに含む、［29］のフットウェア製品。
［３２］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源をさらに含む、［2］
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のフットウェア製品。
［３３］
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、［32］のフットウェア製品。
［３４］
　物体が電子モジュールであり、電子モジュールが、ハウジング内で少なくとも部分的に
係合し、電源と電気的に連絡している、［32］のフットウェア製品。
［３５］
　ハウジングが硬質ハウジングである、［2］のフットウェア製品。
［３６］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が、該下外周の周囲よ
りも大きい周囲を有する、［2］のフットウェア製品。
［３７］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周よりも大き
い、［2］のフットウェア製品。
［３８］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周とは異なる
形状である、［2］のフットウェア製品。
［３９］
　(a)足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、(b)アッパー部材と係
合したソール構造であって、該ソール構造が、外部アウトソール面および該アウトソール
面と該足受けチャンバとの間に配置された衝撃減衰部材を含み、該衝撃減衰部材の主要面
がその中に画定された開口または凹みを有する、ソール構造、ならびに(c)該開口または
凹みの中に設けられたハウジングであって、該足受けチャンバに面する受け部を画定する
ハウジングを含むフットウェア製品、
　該ハウジング中に設けられた電子モジュールであって、該フットウェア製品の使用に関
連する少なくとも一つの身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供する電子
モジュール、ならびに
　該フットウェア製品の使用に関連する該身体的または生理学的パラメータに関するデー
タを送信するための、該電子モジュールと動作可能に結合した送信システム
を含む、身体的または生理学的パラメータ感知システム。
［４０］
　送信システムが無線通信のためのアンテナを含む、［39］の身体的または生理学的感知
システム。
［４１］
　送信システムの少なくとも一部分がソール構造と係合している、または該ソール構造の
一部として形成されている、［40］の身体的または生理学的感知システム。
［４２］
　送信システムの少なくとも一部分がアッパー部材と係合している、または該アッパー部
材の一部として形成されている、［40］の身体的または生理学的感知システム。
［４３］
　アンテナが電子モジュールと係合している、または該電子モジュールの一部として形成
されている、［40］の身体的または生理学的感知システム。
［４４］
　身体的または生理学的パラメータに関する情報を表示するための表示装置をさらに含む
、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［４５］
　表示装置が、時計、オーディオ再生装置、PDA装置、携帯電話、ポケットベル装置、ビ
デオ再生装置、オーディオ/ビデオ再生装置、ポータブルラジオ、ポータブルテレビおよ
びポータブル音楽プレーヤーの群より選択されるメンバーである、［44］の身体的または
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生理学的感知システム。
［４６］
　フットウェア製品の使用に関連する身体的または生理学的パラメータに関するデータを
受信するための処理システムをさらに含む、［39］の身体的または生理学的感知システム
。
［４７］
　処理システムから情報を受信し、身体的または生理学的パラメータに関する情報を表示
するための表示装置をさらに含む、［46］の身体的または生理学的感知システム。
［４８］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［39］の身体的または生理学的感知システ
ム。
［４９］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［48］の身体的または生理学的感知シ
ステム。
［５０］
　ハウジングの受け部が非対称的である、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５１］
　受け部が、足受けチャンバからアウトソール面に向けて延びる方向に非対称的である、
［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５２］
　受け部が、物体を受け取る上外周を含み、該上外周が少なくとも一つの点で非対称的で
ある、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５３］
　電子モジュールを少なくとも部分的に給電するために動作可能に接続された電源をさら
に含む、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５４］
　電源がフットウェア製品と係合し、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係
合した電気接点または端子を含む、［53］の身体的または生理学的感知システム。
［５５］
　電源が電子モジュールの一部として含まれている、［53］の身体的または生理学的感知
システム。
［５６］
　ハウジングが硬質ハウジングである、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５７］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が、該下外周の周囲よ
りも大きい周囲を有する、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５８］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周よりも大き
い、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［５９］
　受け部が、物体を受け取る上外周および下外周を含み、該上外周が該下外周とは異なる
形状である、［39］の身体的または生理学的感知システム。
［６０］
　(a) 第一の足受けチャンバを少なくとも部分的に画定する第一のアッパー部材、
　(b) 該第一のアッパー部材と係合した第一のソール構造であって、該第一のソール構造
が、第一の外部アウトソール面および該第一のアウトソール面と該第一の足受けチャンバ
との間に配置された第一の衝撃減衰部材を含み、該第一の衝撃減衰部材の主要面がその中
に画定された第一の開口または第一の凹みを有する、第一のソール構造、ならびに
　(c) 該第一の開口または第一の凹みの中に設けられた第一のハウジングであって、該第
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一の足受けチャンバに面する第一の受け部を画定する第一のハウジング
を含む第一の靴、
　第二の足受けチャンバを少なくとも部分的に画定する第二のアッパー部材および該第二
のアッパー部材と係合した第二のソール構造を含む第二の靴、ならびに
　該第一の受け部中に取り出し可能に取り付けられた物体であって、第一の電子モジュー
ルおよび第一の充填要素の群より選択される物体
を含む、一対の靴。
［６１］
　物体が第一の電子モジュールである、［60］の一対の靴。
［６２］
　第二のソール構造が、第二の外部アウトソール面および該第二のアウトソール面と該第
二の足受けチャンバとの間に配置された第二の衝撃減衰部材を含み、該第二の衝撃減衰部
材の主要面がその中に画定された第二の開口または第二の凹みを有し、第二の靴が、該第
二の開口または第二の凹みの中に設けられた第二のハウジングを含み、該第二のハウジン
グが、該第二の足受けチャンバに面する第二の受け部を画定する、［60］の一対の靴。
［６３］
　第一のハウジングおよび第二のハウジングが同じサイズおよび形状を有する、［62］の
一対の靴。
［６４］
　第一の電子モジュールが第一のハウジングまたは第二のハウジングの一つの中に設けら
れている、［62］の一対の靴。
［６５］
　第一の電子モジュールが第一のハウジング中に設けられ、第一の充填要素が第二のハウ
ジング中に設けられて第二の受け部を少なくとも部分的に満たしている、［62］の一対の
靴。
［６６］
　第一の充填要素が発泡体材料を含む、［65］の一対の靴。
［６７］
　第一の充填要素が硬質ブロックである、［65］の一対の靴。
［６８］
　第一の充填要素が第一のハウジング中に設けられて第一の受け部を少なくとも部分的に
満たし、第二の充填要素が第二のハウジング中に設けられて第二の受け部を少なくとも部
分的に満たしている、［62］の一対の靴。
［６９］
　第一の電子モジュールが第一のハウジング中に設けられ、第二の電子モジュールが第二
のハウジング中に設けられている、［62］の一対の靴。
［７０］
　第一の電子モジュールが、第一の身体的または生理学的パラメータに関するデータを提
供し、第二の電子モジュールが、該第一の身体的または生理学的パラメータとは異なる第
二の身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供する、［69］の一対の靴。
［７１］
　第一のハウジングおよび第二のハウジングが硬質ハウジングである、［62］の一対の靴
。
［７２］
　第二の衝撃減衰要素がハウジングを含まない、［60］の一対の靴。
［７３］
　第一のハウジングが第一の靴の土踏まずまたはミッドフット部に配置されている、［60
］の一対の靴。
［７４］
　第一のハウジングが第一の靴のヒール領域に配置されている、［60］の一対の靴。
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［７５］
　第一のハウジングが硬質ハウジングである、［60］の一対の靴。
［７６］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造、および
　電子モジュールを解放可能に受けるためのハウジングであって、該ハウジングが、該ア
ッパー部材または該ソール構造の少なくとも一つの一部分を形成し、受け部を画定し、該
受け部の電子モジュール受けチャンバが少なくとも一つの点で非対称的である、ハウジン
グ
を含む、フットウェア製品。
［７７］
　ハウジングがソール構造のミッドソール部分の一部分を形成する、［76］のフットウェ
ア製品。
［７８］
　ハウジングがソール構造のヒール部分に設けられ、形成されている、［76］のフットウ
ェア製品。
［７９］
　ハウジングがソール構造のミッドソール部材とアウトソール部材との間に配置されてい
る、［76］のフットウェア製品。
［８０］
　ハウジングが、ソール構造の一部として含まれる衝撃減衰コラム構造の間に配置されて
いる、［79］のフットウェア製品。
［８１］
　電子モジュール受けチャンバが足受けチャンバの外側からアクセス可能である、［80］
のフットウェア製品。
［８２］
　電子モジュール受けチャンバが足受けチャンバの外側からアクセス可能である、［79］
のフットウェア製品。
［８３］
　ハウジングがアッパー部材の一部分を形成する、［76］のフットウェア製品。
［８４］
　ハウジングが、アッパー部材の一部として含まれる舌革部材の一部として含まれている
、［83］のフットウェア製品。
［８５］
　ハウジングがソール構造の一部分を形成する、［76］のフットウェア製品。
［８６］
　ハウジングがフットウェア製品のインソール部材中に含まれている、［76］のフットウ
ェア製品。
［８７］
　ハウジングがフットウェア製品の中敷き中に含まれている、［76］のフットウェア製品
。
［８８］
　ハウジング内で少なくとも部分的に解放可能に係合した電子モジュールをさらに含む、
［76］のフットウェア製品。
［８９］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、［88］のフットウェア製品。
［９０］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［89］のフットウェア製品。
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［９１］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［89］のフットウェア製品。
［９２］
　電子モジュールをハウジングと固定するためのシステムをさらに含む、［88］のフット
ウェア製品。
［９３］
　システムが、衝撃減衰部材またはハウジングの少なくとも一つと係合したカバー要素を
含み、該カバー要素が受け部を横切って延びる、［92］のフットウェア製品。
［９４］
　システムが、少なくとも部分的に受け部を横切って延びる、衝撃減衰部材またはハウジ
ングの少なくとも一つと係合した保定装置を含む、［92］のフットウェア製品。
［９５］
　システムが、モジュールをハウジングに対して所定位置に保持するための締結具を含む
、［92］のフットウェア製品。
［９６］
　システムの少なくとも一部分が電子モジュールと直接係合する、［92］のフットウェア
製品。
［９７］
　システムが、電子モジュール中に画定された凹み、開口または溝の中に延びる部材を含
む、［92］のフットウェア製品。
［９８］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、［76］のフットウェア製品。
［９９］
　アンテナシステムがハウジングから延びる、［98］のフットウェア製品。
［１００］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電
子モジュールをさらに含む、［98］のフットウェア製品。
［１０１］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源をさらに含む、［76］
のフットウェア製品。
［１０２］
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、［101］のフットウェア製品。
［１０３］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、電源と電気的に連絡している電子モジュー
ルをさらに含む、［101］のフットウェア製品。
［１０４］
　ハウジングがフットウェア製品中の中間ポスティング位置に配置されている、［76］の
フットウェア製品。
［１０５］
　(a)足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、(b)該アッパー部材と
係合したソール構造、および(c)電子モジュールを解放可能に受けるためのハウジングで
あって、該ハウジングが、該アッパー部材または該ソール構造の少なくとも一つの一部分
を形成し、受け部を画定し、該受け部の電子モジュール受けチャンバが少なくとも一つの
点で非対称的である、ハウジング
を含むフットウェア製品、
　該ハウジング中に設けられた電子モジュールであって、該フットウェア製品の使用に関
連する少なくとも一つの身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供する電子
モジュール、ならびに
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　該フットウェア製品の使用に関連する該身体的または生理学的パラメータに関するデー
タを送信するための、該電子モジュールに動作可能に結合した送信システム
を含む、身体的または生理学的パラメータ感知システム。
［１０６］
　送信システムが無線通信のためのアンテナを含む、［105］の身体的または生理学的感
知システム。
［１０７］
　送信システムの少なくとも一部分がソール構造と係合している、または該ソール構造の
一部として形成されている、［106］の身体的または生理学的感知システム。
［１０８］
　送信システムの少なくとも一部分がアッパー部材と係合している、または該アッパー部
材の一部として形成されている、［106］の身体的または生理学的感知システム。
［１０９］
　アンテナが電子モジュールと係合している、または該電子モジュールの一部として形成
されている、［106］の身体的または生理学的感知システム。
［１１０］
　身体的または生理学的パラメータに関する情報を表示するための表示装置をさらに含む
、［105］の身体的または生理学的感知システム。
［１１１］
　フットウェア製品の使用に関連する身体的または生理学的パラメータに関するデータを
受信するための処理システムをさらに含む、［105］の身体的または生理学的感知システ
ム。
［１１２］
　処理システムから情報を受信し、身体的または生理学的パラメータに関する情報を表示
するための表示装置をさらに含む、［111］の身体的または生理学的感知システム。
［１１３］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［105］の身体的または生理学的感知シス
テム。
［１１４］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［113］の身体的または生理学的感知
システム。
［１１５］
　電子モジュールを少なくとも部分的に給電するために動作可能に接続された電源をさら
に含む、［105］の身体的または生理学的感知システム。
［１１６］
　電源がフットウェア製品と係合し、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係
合した電気接点または端子を含む、［115］の身体的または生理学的感知システム。
［１１７］
　電源が電子モジュールの一部として含まれている、［115］の身体的または生理学的感
知システム。
［１１８］
　受け部がポケット部材を含む、［105］の身体的または生理学的感知システム。
［１１９］
　(a)第一の足受けチャンバを少なくとも部分的に画定する第一のアッパー部材、(b)該第
一のアッパー部材と係合した第一のソール構造、および(c)電子モジュールを解放可能に
受けるための第一のハウジングであって、該第一のハウジングが、該第一のアッパー部材
または該第一のソール構造の少なくとも一つの一部分を形成し、第一の受け部を画定し、
該第一の受け部の電子モジュール受けチャンバが少なくとも一つの点で非対称的である、
第一のハウジング
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を含む第一の靴、ならびに
　(a)第二の足受けチャンバを少なくとも部分的に画定する第二のアッパー部材、および(
b)該第二のアッパー部材と係合した第二のソール構造
を含む第二の靴
を含む、一対の靴。
［１２０］
　第一のハウジング中に設けられた第一の電子モジュールをさらに含む、［119］の一対
の靴。
［１２１］
　第二の靴が、電子モジュールを解放可能に受けるための第二のハウジングを含み、第二
のハウジングが、第二のアッパー部材または第二のソール構造の少なくとも一つの一部分
を形成し、該第二のハウジングが第二の受け部を画定し、該第二の受け部の電子モジュー
ル受けチャンバが少なくとも一つの点で非対称的である、［119］の一対の靴。
［１２２］
　第一のハウジングおよび第二のハウジングが同じサイズおよび形状を有する、［121］
の一対の靴。
［１２３］
　第一のハウジングまたは第二のハウジングの一つの中に設けられた第一の電子モジュー
ルをさらに含む、［121］の一対の靴。
［１２４］
　第一のハウジング中に設けられた第一の電子モジュール、および
　第二の受け部を少なくとも部分的に満たすための、第二のハウジング中に設けられた第
一の充填要素
をさらに含む、［121］の一対の靴。
［１２５］
　第一の充填要素が発泡体材料を含む、［124］の一対の靴。
［１２６］
　第一の充填要素が硬質ブロックである、［124］の一対の靴。
［１２７］
　第一の受け部を少なくとも部分的に満たすための、第一のハウジング中に設けられた第
一の充填要素、および
　第二の受け部を少なくとも部分的に満たすための、第二のハウジング中に設けられた第
二の充填要素
をさらに含む、［121］の一対の靴。
［１２８］
　第一のハウジング中に設けられた第一の電子モジュール、および
　第二のハウジング中に設けられた第二の電子モジュール
をさらに含む、［121］の一対の靴。
［１２９］
　第一の電子モジュールが、第一の身体的または生理学的パラメータに関するデータを提
供し、第二の電子モジュールが、該第一の身体的または生理学的パラメータとは異なる第
二の身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供する、［128］の一対の靴。
［１３０］
　第二の靴が電子モジュール受けチャンバを含まない、［119］の一対の靴。
［１３１］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造、
　電子モジュールを解放可能に受けるためのハウジングであって、該アッパー部材または
該ソール構造の少なくとも一つと係合し、該アッパー部材または該ソール構造の少なくと
も一つの中または上に形成された電子モジュール受けチャンバを画定する、ハウジング、
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および
　電子モジュールを該チャンバと解放可能に固定するためのシステム
を含む、フットウェア製品。
［１３２］
　システムが、電子モジュール中に設けられた開口、凹みまたは溝の中に延びる保定部材
を含む、［131］のフットウェア製品。
［１３３］
　システムが、チャンバを横切って延びるカバー要素を含む、［131］のフットウェア製
品。
［１３４］
　カバー要素が、ハウジングと係合する締結要素を含む、［133］のフットウェア製品。
［１３５］
　システムが、少なくとも部分的に受け部を横切って延びる保定装置を含む、［131］の
フットウェア製品。
［１３６］
　電子モジュールがチャンバ中に取り付けられた時、システムの少なくとも一部分が電子
モジュールと直接係合する、［131］のフットウェア製品。
［１３７］
　チャンバ中に取り付けられた物体を解放するための解放機構をさらに含む、［131］の
フットウェア製品。
［１３８］
　解放機構がばね部材を含む、［137］のフットウェア製品。
［１３９］
　解放動作中、ばね部材が物体を少なくとも部分的にチャンバの外に押し出す、［138］
のフットウェア製品。
［１４０］
　ばね部材がシステムの少なくとも一部分を固定位置に偏らせる、［138］のフットウェ
ア製品。
［１４１］
　解放機構をアクティブ化するためのツールをさらに含む、［137］のフットウェア製品
。
［１４２］
　ツールがフットウェア製品と係合している、［141］のフットウェア製品。
［１４３］
　ツールがアッパー部材と係合している、［141］のフットウェア製品。
［１４４］
　ツールがソール構造と係合している、［141］のフットウェア製品。
［１４５］
　ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、［141］のフ
ットウェア製品。
［１４６］
　電子モジュール受けチャンバが足受けチャンバに面するようにハウジングがフットウェ
ア製品の衝撃減衰要素中に配置されている、［137］のフットウェア製品。
［１４７］
　衝撃減衰要素が、解放機構へのアクセスを可能にする、その中に画定された開口を含む
、［146］のフットウェア製品。
［１４８］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するインソール部材または中敷きをさらに含
む、［146］のフットウェア製品。
［１４９］
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　インソール部材または中敷きが、解放機構へのアクセスを可能にする、その中に画定さ
れた開口を含む、［148］のフットウェア製品。
［１５０］
　衝撃減衰要素が、解放機構へのアクセスを可能にするための、インソール部材または中
敷きの開口と少なくとも部分的に整合する、その中に画定された開口を含む、［149］の
フットウェア製品。
［１５１］
　解放機構をアクティブ化するためのツールをさらに含む、［150］のフットウェア製品
。
［１５２］
　ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、［151］のフ
ットウェア製品。
［１５３］
　チャンバ内で少なくとも部分的に解放可能に係合した電子モジュールをさらに含む、［
131］のフットウェア製品。
［１５４］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、［153］のフットウェア製品。
［１５５］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［154］のフットウェア製品。
［１５６］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［154］のフットウェア製品。
［１５７］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、［131］のフットウェア製品。
［１５８］
　アンテナシステムがチャンバから延びる、［157］のフットウェア製品。
［１５９］
　チャンバ内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電子
モジュールをさらに含む、［157］のフットウェア製品。
［１６０］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源をさらに含む、［131
］のフットウェア製品。
［１６１］
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、［160］のフットウェア製品。
［１６２］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、電源と電気的に連絡した電子モジュールを
さらに含む、［160］のフットウェア製品。
［１６３］
　チャンバ中に含まれた時に電子モジュールをアクティブ化するための電子モジュールア
クティブ化システムをさらに含む、［131］のフットウェア製品。
［１６４］
　アクティブ化システムがアクティブ化ツールを含む、［163］のフットウェア製品。
［１６５］
　アクティブ化ツールがフットウェア製品と係合している、［164］のフットウェア製品
。
［１６６］
　アクティブ化ツールがアッパー部材と係合している、［164］のフットウェア製品。
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［１６７］
　アクティブ化ツールがソール構造と係合している、［164］のフットウェア製品。
［１６８］
　アクティブ化ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、
［164］のフットウェア製品。
［１６９］
　アクティブ化システムがオン/オフスイッチを含む、［163］のフットウェア製品。
［１７０］
　オン/オフスイッチが、靴ひもの先端金具を受けるようなサイズのアクセス開口を有す
るチャンバ内に配置されており、該先端金具がオン/オフスイッチを切り替えて電子モジ
ュールをオン状態とオフ状態との間で変化させる、［169］のフットウェア製品。
［１７１］
　オン/オフスイッチが、アクティブ化ツールの少なくとも一部分を受けるようなサイズ
のアクセス開口を有するチャンバ内に配置されている、［169］のフットウェア製品。
［１７２］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造、
　電子モジュールを受けるためのハウジングであって、該アッパー部材または該ソール構
造の少なくとも一つと係合し、該アッパー部材または該ソール構造の少なくとも一つの中
または上に形成された電子モジュール受けチャンバを画定する、ハウジング、および
　電子モジュールを該チャンバとともにアクティブ化するためのアクティブ化システム
を含む、フットウェア製品。
［１７３］
　アクティブ化システムがアクティブ化ツールを含む、［172］のフットウェア製品。
［１７４］
　アクティブ化ツールがフットウェア製品と係合している、［173］のフットウェア製品
。
［１７５］
　アクティブ化ツールがアッパー部材と係合している、［173］のフットウェア製品。
［１７６］
　アクティブ化ツールがソール構造と係合している、［173］のフットウェア製品。
［１７７］
　アクティブ化ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、
［173］のフットウェア製品。
［１７８］
　アクティブ化システムがオン/オフスイッチを含む、［173］のフットウェア製品。
［１７９］
　オン/オフスイッチが、靴ひもの先端金具を受けるようなサイズのアクセス開口を有す
るチャンバ内に配置されており、該先端金具が、電子モジュールをオン状態とオフ状態と
の間で変化させるオン/オフスイッチを切り替える、［178］のフットウェア製品。
［１８０］
　オン/オフスイッチが、アクティブ化ツールの少なくとも一部分を受けるようなサイズ
のアクセス開口を有するチャンバ内に配置されている、［178］のフットウェア製品。
［１８１］
　電子モジュール受けチャンバ中に受けられた電子モジュールをさらに含む、［172］の
フットウェア製品。
［１８２］
　アクティブ化システムが、ハウジングの壁から延びて電子モジュール中に画定された開
口、凹みまたは溝の中に延びるための部材を含む、［181］のフットウェア製品。
［１８３］
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　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びてオン/オフスイッチをアクティブ化する、［182
］のフットウェア製品。
［１８４］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［182］のフットウェア製品。
［１８５］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［182］のフッ
トウェア製品。
［１８６］
　アクティブ化システムが、電子モジュールから延びてハウジングまたはソール構造中に
画定された開口、凹みまたは溝の中に延びるための部材を含む、［181］のフットウェア
製品。
［１８７］
　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びてオン/オフスイッチをアクティブ化する、［186
］のフットウェア製品。
［１８８］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［186］のフットウェア製品。
［１８９］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［186］のフッ
トウェア製品。
［１９０］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、［181］のフットウェア製品。
［１９１］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［190］のフットウェア製品。
［１９２］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［190］のフットウェア製品。
［１９３］
　アクティブ化システムが、中敷きまたはインソール要素から延びて電子モジュール中に
画定された開口、凹みまたは溝の中に延びるための部材を含む、［181］のフットウェア
製品。
［１９４］
　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びてオン/オフスイッチをアクティブ化する、［193
］のフットウェア製品。
［１９５］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［193］のフットウェア製品。
［１９６］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［193］のフッ
トウェア製品。
［１９７］
　電子モジュール受けチャンバが足受けチャンバに面するようにハウジングがフットウェ
ア製品の衝撃減衰要素中に配置されている、［172］のフットウェア製品。
［１９８］
　衝撃減衰要素が、アクティブ化システムへのアクティブ化ツールアクセスを可能にする
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、その中に画定された開口を含む、［197］のフットウェア製品。
［１９９］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するインソール部材または中敷きをさらに含
む、［197］のフットウェア製品。
［２００］
　インソール部材または中敷きが、アクティブ化システムへのアクティブ化ツールアクセ
スを可能にする、その中に画定された開口を含む、［199］のフットウェア製品。
［２０１］
　衝撃減衰要素が、アクティブ化システムへのアクティブ化ツールアクセスを可能にする
ための、インソール部材または中敷き中に画定された開口と少なくとも部分的に整合する
、その中に画定された開口を含む、［200］のフットウェア製品。
［２０２］
　電子モジュールをアクティブ化するためのアクティブ化ツールをさらに含む、［201］
のフットウェア製品。
［２０３］
　アクティブ化ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、
［202］のフットウェア製品。
［２０４］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、［172］のフットウェア製品。
［２０５］
　アンテナシステムがチャンバから延びる、［204］のフットウェア製品。
［２０６］
　チャンバ内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電子
モジュールをさらに含む、［204］のフットウェア製品。
［２０７］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源をさらに含む、［172
］のフットウェア製品。
［２０８］
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、［207］のフットウェア製品。
［２０９］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、電源と電気的に連絡した電子モジュールを
さらに含む、［207］のフットウェア製品。
［２１０］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、
　該アッパー部材と係合したソール構造、
　電子モジュールを受けるためのハウジングであって、該アッパー部材または該ソール構
造の少なくとも一つと係合し、電子モジュール受けチャンバを画定する、ハウジング、お
よび
　入力情報を受け、少なくとも部分的に該入力情報に基づいて該チャンバ中の電子モジュ
ールの使用の許可を確認するための認証システム
を含む、フットウェア製品。
［２１１］
　認証システムがアクティブ化ツールを含む、［210］のフットウェア製品。
［２１２］
　アクティブ化ツールがフットウェア製品と係合している、［211］のフットウェア製品
。
［２１３］
　アクティブ化ツールがアッパー部材と係合している、［211］のフットウェア製品。
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［２１４］
　アクティブ化ツールがソール構造と係合している、［211］のフットウェア製品。
［２１５］
　アクティブ化ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、
［211］のフットウェア製品。
［２１６］
　電子モジュール受けチャンバ中に受けられた電子モジュールをさらに含む、［210］の
フットウェア製品。
［２１７］
　認証システムが、ハウジングの壁から延びて電子モジュール中に画定された開口、凹み
または溝の中に延びるための部材を含む、［216］のフットウェア製品。
［２１８］
　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びて電子モジュールのアクティブ化を可能にする、
［217］のフットウェア製品。
［２１９］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［217］のフットウェア製品。
［２２０］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［217］のフッ
トウェア製品。
［２２１］
　認証システムが、電子モジュールから延びてハウジングまたはソール構造中に画定され
た開口、凹みまたは溝の中に延びるための部材を含む、［216］のフットウェア製品。
［２２２］
　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びて電子モジュールのアクティブ化を可能にする、
［221］のフットウェア製品。
［２２３］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［221］のフットウェア製品。
［２２４］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［221］のフッ
トウェア製品。
［２２５］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または
生理学的パラメータに関するデータを提供する、［216］のフットウェア製品。
［２２６］
　電子モジュールが、フットウェア製品の使用に関連する場所、移動速度または移動距離
の少なくとも一つに関するデータを提供する、［225］のフットウェア製品。
［２２７］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［225］のフットウェア製品。
［２２８］
　認証システムと電子モジュールとの間の相互作用が、該電子モジュールが取り付けられ
る靴のタイプに関する情報を提供する、［216］のフットウェア製品。
［２２９］
　靴のタイプに関して提供される情報が、電子モジュールによって使用するためのデータ
処理アルゴリズムを選択する際に少なくとも部分的に使用される、［228］のフットウェ
ア製品。
［２３０］
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　認証システムが、中敷きまたはインソール要素から延びて電子モジュール中に画定され
た開口、凹みまたは溝の中に延びるための部材を含む、［216］のフットウェア製品。
［２３１］
　部材が開口、凹みまたは溝の中に延びて電子モジュールのアクティブ化を可能にする、
［230］のフットウェア製品。
［２３２］
　部材が、開口、凹みまたは溝の中に設けられた第二の電気導体と電気的に接触する第一
の電気導体を含む、［230］のフットウェア製品。
［２３３］
　部材と開口、凹みまたは溝との係合が、電子モジュールと、該電子モジュールに対して
外に位置する電源との間の電気的接続を少なくとも部分的に可能にする、［230］のフッ
トウェア製品。
［２３４］
　電子モジュール受けチャンバが足受けチャンバに面するようにハウジングがフットウェ
ア製品の衝撃減衰要素中に配置されている、［210］のフットウェア製品。
［２３５］
　衝撃減衰要素が、アクティブ化システムへのアクティブ化ツールアクセスを可能にする
、その中に画定された開口を含む、［234］のフットウェア製品。
［２３６］
　足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するインソール部材または中敷きをさらに含
む、［234］のフットウェア製品。
［２３７］
　インソール部材または中敷きが、認証システムへのアクティブ化ツールアクセスを可能
にする、その中に画定された開口を含む、［236］のフットウェア製品。
［２３８］
　衝撃減衰要素が、認証システムへのアクティブ化ツールアクセスを可能にするための、
インソール部材または中敷き中に画定された開口と少なくとも部分的に整合する、その中
に画定された開口を含む、［237］のフットウェア製品。
［２３９］
　電子モジュールの使用を認証するためのアクティブ化ツールをさらに含む、［238］の
フットウェア製品。
［２４０］
　アクティブ化ツールが、フットウェア製品と係合した靴ひものための先端金具を含む、
［239］のフットウェア製品。
［２４１］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合したアンテナシステムをさらに
含む、［210］のフットウェア製品。
［２４２］
　アンテナシステムがチャンバから延びる、［241］のフットウェア製品。
［２４３］
　チャンバ内で少なくとも部分的に係合し、アンテナシステムと動作可能に結合した電子
モジュールをさらに含む、［241］のフットウェア製品。
［２４４］
　アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源をさらに含む、［210
］のフットウェア製品。
［２４５］
　電源が、ハウジングに配置された、または該ハウジングと係合した電気接点または端子
を含む、［244］のフットウェア製品。
［２４６］
　ハウジング内で少なくとも部分的に係合し、電源と電気的に連絡した電子モジュールを
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さらに含む、［244］のフットウェア製品。
［２４７］
　認証システムが、フットウェア製品のタイプに関する情報を提供する、［210］のフッ
トウェア製品。
［２４８］
　少なくとも一つの点で非対称的である電子モジュール受けチャンバを画定するハウジン
グ、
　該チャンバ中に受けられた電子モジュールであって、運動能力に関連する少なくとも一
つの身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供し、該ハウジングの中に、該
ハウジングに対して単一の向きで嵌るように構成されている、電子モジュール、
　該電子モジュールを該チャンバ中に固定するためのシステム、および
　該ハウジングを別の物体に固定するためのシステム
を含む、運動能力感知システム。
［２４９］
　電子モジュールに電力を提供するための電源をさらに含む、［248］の運動能力感知シ
ステム。
［２５０］
　電源が電子モジュールと係合している、［249］の運動能力感知システム。
［２５１］
　電源がハウジングと係合し、電子モジュールが該ハウジングを介して該電源と電気的に
連絡している、［249］の運動能力感知システム。
［２５２］
　電子モジュールから身体的または生理学的パラメータに関するデータを送信するための
データ送信システム、および
　該データ送信システムから該データを受信するためのデータ処理システム
をさらに含む、［248］の運動能力感知システム。
［２５３］
　データ送信システムが電子モジュールと係合している、［252］の運動能力感知システ
ム。
［２５４］
　データ送信システムがハウジングと係合し、電子モジュールが該ハウジングを介して該
データ送信システムと電気的に連絡している、［252］の運動能力感知システム。
［２５５］
　データ処理システムがハウジングから離れており、データ送信システムが無線送信シス
テムを含む、［252］の運動能力感知システム。
［２５６］
　データ処理システムが、運動能力が感知されている間に運動能力感知システムのユーザ
によって携行されるようなサイズおよび形状を有する、［255］の運動能力感知システム
。
［２５７］
　データ処理システムが、該データ処理システムをユーザの手首に固定するためのリスト
バンドを含む、［255］の運動能力感知システム。
［２５８］
　データ処理システムが、電子モジュールから送信されたデータから少なくとも部分的に
導出される情報を表示するための表示装置を含む、［255］の運動能力感知システム。
［２５９］
　データ処理システムが、電子モジュールから送信されたデータから少なくとも部分的に
導出される情報を表示するための表示装置を含む、［252］の運動能力感知システム。
［２６０］
　電子モジュールが、場所、移動速度または移動距離の少なくとも一つに関するデータを
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提供する、［248］の運動能力感知システム。
［２６１］
　電子モジュールが速度および距離センサである、［248］の運動能力感知システム。
［２６２］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが、ハウジングと係合したカバ
ー要素を含み、該カバー要素が該チャンバを横切って延びる、［248］の運動能力感知シ
ステム。
［２６３］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが、該チャンバを少なくとも部
分的に横切って延びる、該ハウジングと係合した保定装置を含む、［248］の運動能力感
知システム。
［２６４］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが、該電子モジュールをハウジ
ングに対して所定位置に保持するための締結具を含む、［248］の運動能力感知システム
。
［２６５］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムの少なくとも一部分が該電子モ
ジュールと直接係合する、［248］の運動能力感知システム。
［２６６］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが、該電子モジュール中に画定
された凹み、開口または溝の中に延びる部材を含む、［248］の運動能力感知システム。
［２６７］
　ハウジングを別の物体に固定するためのシステムが、該ハウジングと係合したベルト、
バンドまたはレース部材を含む、［248］の運動能力感知システム。
［２６８］
　ハウジングを別の物体に固定するためのシステムが、バンド、ベルトまたはレース部材
を受けるための少なくとも一つの開口または凹みを含む、［248］の運動能力感知システ
ム。
［２６９］
　ハウジングを別の物体に固定するためのシステムが該ハウジングを該物体に対して取り
出し不可能に固定する、［248］の運動能力感知システム。
［２７０］
　ハウジングを別の物体に固定するためのシステムが該ハウジングを該物体に対して取り
出し可能に固定する、［248］の運動能力感知システム。
［２７１］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが該電子モジュールを該チャン
バ中に取り出し不可能に固定する、［248］の運動能力感知システム。
［２７２］
　電子モジュールをチャンバ中に固定するためのシステムが該電子モジュールを該チャン
バ中に取り出し可能に固定する、［248］の運動能力感知システム。
【０００５】
詳細な説明
　本発明の様々な例についての以下の説明では、本明細書の一部を形成し、本発明の局面
に関する様々な構造、態様、例および環境が実例として示されている添付図面を参照する
。本発明の範囲を逸脱することなく、他の構造、態様、例および環境を使用し、本明細書
に記載される様々なシステムおよび方法に対して構造的および機能的改変を加えることが
できることが理解されよう。
【０００６】
　本明細書で使用する「運動能力」または「競技能力」とは、任意のタイプの身体行使ま
たは活動をいう。そのような活動は、日常の練習、トレーニングエクササイズ、タイムト
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ライアル、公式の競技、非公式の練習などを含むが、必ずしもこれらに限定されない。「
運動能力」はまた、スポーツのための身体行使または活動に関与しない人、たとえば遊ん
でいる子供、緊急救援隊員、高齢者もしくは他の要支援生活者および/または入院患者、
リハビリ中の患者などによる活動を含む。本明細書では、「競技イベント」または「イベ
ント」を「競技能力」または「運動能力」と同義に使用することもある。
【０００７】
　「運動能力」に関する「身体的データ」または「身体的パラメータ」とは、運動能力に
関する計測可能な特性に対応または関連するデータに相当する。そのような身体的データ
またはパラメータは、生理学的データまたはパラメータ(以下さらに詳細に説明)、経過時
間、時刻、走破距離、実施ステップ数、速度、加速度、角速度、角加速度、高度、気圧、
ジャイロスコープ生成データ、方向データ、周囲温度データ、周囲湿度データ、風向デー
タ、風速データ、グローバルポジショニングサテライト(「GPS」)に基づくデータなどを
含むが、これらに限定されない。
【０００８】
　「運動能力」に関する「生理学的データ」または「生理学的パラメータ」とは、ユーザ
の身体に関する計測可能な特性に対応または関連するデータに相当する。そのような生理
学的データまたはパラメータは、心拍数、脈拍、消費カロリー、カロリー消費速度、MET
、体重、体温、血圧、心電図データ、脳電図データなどを含むが、これらに限定されない
。
【０００９】
　本明細書で使用する「靴」または「フットウェア製品」とは、足に装着される任意のタ
イプの製品をいい、あらゆるタイプの靴、ブーツ、スニーカー、サンダル、草履、ビーチ
サンダル、つっかけ、室内履き、スリッパ、スポーツ専用シューズ(たとえばゴルフシュ
ーズ、テニスシューズ、ランニングシューズ、クロストレーニングシューズ、野球用スパ
イクシューズ、サッカー用スパイクシューズ、スキーブーツなど)などを含むが、これら
に限定されない。「フットウェア」は、環境から足を保護する、および/または装用者の
運動能力を高めることができる(たとえば身体的、生理学的、医学的など)。しかし、本明
細書に記載するように、本発明の局面はまた、任意のタイプの「足受け装置」とともに使
用および/または実施することもできる。本明細書で使用する「足受け装置」とは、ユー
ザが自らの足の少なくとも一部分を入れることができる任意の装置を含む。すべてのタイ
プのフットウェア(上記)に加えて、足受け装置は、足をスノースキー、クロスカントリー
スキー、水上スキー、スノーボードなどに固定するためのバインディングおよび他の装置
、足を自転車、エクササイズ器具などに使用するペダルに固定するためのバインディング
、クリップまたは他の装置、ビデオゲームまたは他のゲームのプレー中に足を受けるため
のバインディング、クリップまたは他の装置などを含むが、これらに限定されない。
【００１０】
I. 本発明の局面の一般的説明
　本発明の局面は一般に、ユーザ運動能力感知装備を含むフットウェアおよび他の装置に
関する。本発明の例および本発明の局面を使用することができる例示的環境を一般的に示
す図1に示すように、一つまたは複数の個々のフットウェア製品100(たとえば競技用フッ
トウェア)は、電子モジュール102、たとえば運動能力計測モジュール102または他の目的(
たとえばRFID送/受信、無線または他のオーディオ/ビデオ送/受信、GPSデータ送/受信な
ど)のためのモジュール102を備えることができる。モジュール102は、運動中(たとえば競
技イベントもしくはエクササイズまたは他の運動中)に情報を感知および/または収集する
、情報をフットウェアユーザまたは他(たとえば送信装置、RFID装置など)に提供する、お
よび/または別の装置(たとえばフットウェア衝撃減衰システムなど)を制御するための電
子装置を含むことができる。所望のタイプまたは適当なタイプの情報を感知する、ユーザ
または他に提供する、および/または他のやり方で使用もしくは生成することができるが
、情報のタイプのより具体的な例は、ユーザ移動速度情報、移動距離情報、歩数情報、経
過時間情報、GPS情報、高度情報、ユーザ生理学的情報、GPS、速度、距離、歩数、経過時
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間、生理学的または他の情報から導出される情報(たとえば警告情報、ルート情報、地理
的情報など)、RFID生成情報などを含む。追加的または代替的に、モジュール102は、他の
装置または機能を制御する、および/またはフットウェア製品の一部として存在する装置
、ユーザの身体上の装置、ユーザによって携行される装置および/または他の場所にある
装置をはじめとする装置にデータ、たとえばフットウェア製品、表示装置、データ受信処
理装置などとともに含まれるアクティブ衝撃減衰要素の衝撃減衰特性を提供するために使
用することもできる。
【００１１】
　図1の例に示すように、ユーザ104が動くと、フットウェア100に取り付けられた、また
は含まれるモジュール102に設けられた装置が、フットウェアの動きおよび/または使用に
関連する一つまたは複数の身体的または生理学的特性に関するデータ(たとえば、速度お
よび/または距離情報、GPS情報、脈拍、心拍数および/または上記タイプの情報)を計測、
生成または受信する、および/または他の所望の機能を実行する。所望であれば、データ
の少なくとも一部が、たとえばその後の使用および/または解析のためにメモリ(たとえば
、モジュール102とともに含まれるメモリ、フットウェア100中に別個に設けられたメモリ
、周辺装置または遠隔装置とともに設けられたメモリなど)に記憶される、および/または
、たとえば場合によってはモジュール102またはフットウェア製品100の一部として含まれ
る無線送信装置106を介してユーザまたは他に送信されることもできる。場合によっては
、所望であれば、モジュール102および/またはフットウェア100は、データまたは他の情
報をユーザ104または他に送信する前にデータの処理を可能にするために一つまたは複数
のマイクロプロセッサまたは他のデータ処理システムもしくは能力を含むことができる。
【００１２】
　データまたは所望の情報は、本発明を逸脱することなく、所望のやり方でユーザ104ま
たは他、たとえばユーザ104によって携行される表示装置110とともに設けられたワイヤレ
スレシーバ108に伝えることができる。場合によっては、所望であれば、表示装置110は、
モジュール102またはフットウェア100によって送られる生データの初期処理を可能にし、
モジュール102またはフットウェア100によって送られるデータおよび/または情報のさら
なる処理を可能にし、所望のデータなどを表示するために、マイクロプロセッサまたは他
のデータ処理システムもしくは能力を装備していてもよい。より具体的な例として、表示
装置110は、様々な電子装置を含むことができる、および/または所望の構成、たとえば時
計、ストップウォッチ、PDAタイプ装置、携帯電話、MP3もしくは他のオーディオプレーヤ
、頭部装着型表示装置、ポケットベル型装置、ヘッドフォンもしくはイヤフォンなどに類
似した、および/またはそれらの機能を含むポータブルなユーザ携行装置に形成されるこ
とができる。また、任意のタイプの「表示装置」、たとえばオーディオ装置、ビデオ装置
、オーディオ/ビデオ装置、英数字表示装置、ラジオ、テレビなどを、そのような装置の
小さなポータブルなユーザ携行バージョンを含め、設けることができる。
【００１３】
　この一般的な例および例示的な使用環境の概要説明をふまえて、以下、本発明の様々な
例示的局面を、モジュールをフットウェアまたは他の構造と係合させるやり方、モジュー
ルおよび/またはそれとともに含まれる電子装置をアクティブ化するやり方、特定のユー
ザによる、または特定のフットウェア製品もしくは他の装置におけるモジュールの使用を
認証するやり方、データ処理アルゴリズムを選択するやり方、電子モジュールを固定およ
び/またはフットウェア製品もしくは他の装置から解放するやり方などに関する様々な例
示的特徴を含め、さらに詳細に説明する。
【００１４】
A. 内部プラスチック受け部を含むフットウェア
　本発明の一つの局面は、運動能力感知で使用される電子モジュール(たとえば、図1に関
して上記の様々な例示的システムで使用するための)を保持するための受け部を含むフッ
トウェア(または他の足受け装置)に関する。本発明の少なくともいくつかの例のフットウ
ェア製品(または他の足受け装置製品)は、(a)足受けチャンバを少なくとも部分的に画定
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するアッパー部材(または他の足接触部材)、(b)アッパー部材と係合したソール構造(また
は他の足支持部材)であって、外部アウトソール面(または他の接地面)およびアウトソー
ル面と足受けチャンバとの間に位置する衝撃減衰部材(たとえばミッドソール要素、イン
ソール要素、中敷き、アウトソール部材の一部分など)を含み、衝撃減衰部材の主要面が
その中に画定された開口または凹みを有するソール構造、および(c)開口または凹みの中
に設けられたハウジングであって、足受けチャンバに面する受け部を画定するハウジング
を含むことができる。
【００１５】
　ハウジングによって画定される受け部は、運動能力感知電子モジュール、たとえば上記
様々なタイプのモジュール102を収容するために設けられている。より具体的ないくつか
の例では、電子モジュールは、フットウェア製品の使用に関連する場所、速度または距離
情報の少なくとも一つを提供することができる。しかし、受け部は、必ずしも電子モジュ
ールを含まなくてもよい。たとえば、所望であれば、フットウェア製品は、電子モジュー
ル102を受け部中に含まない状態で販売および/または装着することもできる。そのような
場合および/または環境では、所望であれば、充填要素(たとえばハウジングに嵌るサイズ
および形の非電子的ブランク)をハウジング中に設けて、受け部を少なくとも部分的に満
たしてもよい。充填要素は、たとえば発泡体材料、硬質プラスチック、金属もしくは複合
材料ブロックまたは他の材料をはじめとする所望の材料でできていてもよい。この充填材
は、少なくともいくつかの場合またはいくつかの環境で、受け部を少なくとも部分的に満
たし、たとえば空の受け部が装着者に対して奇妙な感触または不快感を生じさせる位置に
ある場合に生じるかもしれない望ましくない感触を防ぐために使用することができる。
【００１６】
　電子モジュールおよび/または場合によっては所望の充填材は、場合によっては取り出
し可能または解放可能なやり方で、本発明を逸脱することのない所望のやり方で受け部内
でハウジングに固定することができる。いくつかの例では、電子モジュールとハウジング
との安定的な固定を可能にするためのシステムが設けられてもよい。本発明を逸脱するこ
となく、たとえば、受け部を横切って延びる、衝撃減衰部材またはハウジングの少なくと
も一つの係合したカバー要素(たとえば、様々な電子装置、たとえば手持ち電子ゲーム機
、携帯電話、カメラ、リモコンなどにおけるバッテリカバー要素に似たもの)、受け部を
少なくとも部分的に横切って延びる、衝撃減衰部材またはハウジングの少なくとも一つと
係合した保定装置(たとえば、脱落防止ストラップ、バーなど)、モジュールをハウジング
に対して所定位置に保持するための締結具(たとえば、スクリューまたは他のねじ付き係
合要素、フック&ループタイプ締結構成、電子ゲーム機用の多くのバッテリ受け部に設け
られているタイプのフレキシブルなプラスチック製保定構造など)、ばね仕掛けの係合シ
ステム(たとえば、戻り止め機構に嵌るばね偏向ボールまたは他の部材(流体継手で使用さ
れているものに似たもの)、メモリカードまたは他のカードを電子装置、たとえば携帯電
話、デジタルカメラ、オーディオおよび/またはビデオ記録装置などに固定するために使
用されるタイプの機構など)、接着剤ベースの固定システムなどをはじめとする所望の固
定システムを使用することができる。所望であれば、固定システムの少なくとも一部分が
電子モジュールまたは充要素の少なくとも一部分と直接係合することもできるが、必ずし
もそうでなくてもよい。さらに別の例として、所望であれば、固定システムが、電子モジ
ュール中に画定された凹み、開口、溝または不連続部の中に延びる部材を含む(ハウジン
グおよび/またはフットウェア構造の他の部分の一部として)ことができる、および/また
は電子モジュールが、ハウジングおよび/またはフットウェア構造の他の部分に画定され
た凹み、開口、溝または不連続部の中に延びる部材を含むことができる。
【００１７】
　本発明のフットウェア構造の少なくともいくつかの例では、ハウジングおよび電子モジ
ュールは、たとえば、電子モジュールがハウジング内でハウジングに対して単一の向きま
たは限られた数の向きで嵌るよう、少なくとも一つの方向で非対称的になるように構成さ
れることができる。少なくともいくつかの例では、これらの要素は、電子モジュールが、
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正しく取り付けられない(たとえば逆に取り付けられる)ならば、足受けチャンバ中に突出
してユーザに不快感を生じさせ、モジュールの向きを正すことをユーザに促すよう、足受
けチャンバから靴のアウトソール面に向けて延びる方向において非対称的であることがで
きる。このような構造は、たとえば、ハウジングがフットウェア製品の土踏まず、ミッド
フットまたはヒール部分に位置する状況で特に効果的であることができる。さらなる例と
して、所望であれば、ハウジングおよび/または電子モジュールは、電子モジュールとハ
ウジングとが限られた数の相対的向きでしか係合しないよう、それらの上下の外周が互い
に異なるサイズおよび/または形状である(たとえば上外周または円周が下よりも大きい)
ように設計することもできる。他の構造では、所望であれば、電子モジュールは、少なく
とも二つの異なる向き、すなわち、電子モジュール「オン」位置に対応する一つの向きお
よび電子モジュール「オフ」位置に対応する一つの向きで受け部に嵌る(たとえば、モジ
ュールを180°回転させることによって受け入れられる向きを変更する)ように設計するこ
ともできる。このような構造は、たとえば、データの収集および/または信号の送信が望
まれない場合に電気的接続を断絶する、および/または他のやり方で電子モジュールをオ
フにするかして、たとえばバッテリ寿命を節約する、システムの様々な部品の寿命を温存
する、航空機上での送信能力を不能にする、電子モジュールの紛失を防ぐなどのために有
用であることができる。
【００１８】
　ハウジング、電子モジュールおよび/または受け部は、フットウェア製品の足受けチャ
ンバに対して直接露呈しなくてもよい。それどころか、所望であれば、足接触部材を、ハ
ウジング、電子モジュールおよび/または受け部を少なくとも部分的に覆うように設ける
こともできる。この足接触部材は、たとえば、フットウェア製品のための従来のインソー
ル部材、中敷き、ブーティー要素などを構成することができる。さらには、所望であれば
、この足接触部材は、ハウジング、電子モジュールおよび受け部のユーザ感触および/ま
たは知覚をよりよく隠蔽または変調するためのさらなる衝撃減衰材料をハウジング、電子
モジュールおよび受け部の場所に含むこともできる。当然、足接触部材は、所望であれば
、ハウジング、電子モジュールおよび受け部に対するユーザアクセスを可能にするために
、ハウジングに対して容易に移動可能または取り外し可能であってもよい。
【００１９】
　本発明の少なくともいくつかの例のフットウェア製品はさらに、図1に関して上記した
運動能力データ収集および/または送信局面を支援する特徴および構造を含むこともでき
る。たとえば、本発明の少なくともいくつかの局面のフットウェア製品は、たとえば外部
または遠隔データ処理システムおよび/または表示装置にデータを送信するために、アッ
パー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した、および/またはその一部として
形成されたアンテナシステムを含むことができる。アンテナシステムは、ハウジングから
延び、ハウジング内で少なくとも部分的に係合した電子モジュールと動作可能に結合して
、モジュールとの間で行き来するデータ転送を可能にするように構成されることができる
。代替的には、所望であれば、アンテナおよび/または送信システムは、本発明を逸脱す
ることなく、フットウェア構造そのものが電気接点、データ処理能力および/またはデー
タ送/受信能力を要しないよう、電子モジュールの一部として含めることもできる。当然
、本発明を逸脱することなく、電子モジュールおよび/またはハウジングに関して任意の
アンテナおよび/または送信システムおよび/または構造を使用することができる。
【００２０】
　本発明のフットウェア製品のための潜在的な特徴および構造のもう一つの例は、たとえ
ば電子装置および/または送信システム(ある場合)を作動させるための電力を提供するた
めの、アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合した電源を含む。少なくと
もいくつかの例では、所望であれば、電源は、フットウェア製品に取り付けることができ
、電子モジュールが電子モジュールから独立して位置する電源から電力を受けることがで
きるよう、ハウジングに配置された、またはハウジングと係合した電気接点または端子を
含むことができる。代替的には、所望であれば、電子モジュールが、そのセンサおよび/
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または処理システムを作動させるためのそれ自体の電源(たとえばバッテリ)を含み、フッ
トウェアが、別個の電源(たとえば、処理システム、送信システムなどを作動させるため)
を含むこともできる。さらに別の例として、所望であれば、電子モジュールに搭載された
電源を使用して(たとえばハウジングの中を通って設けられた電気的接続を介して)、フッ
トウェア構造の一部として設けられた別個のアンテナおよび/または送信システムに電力
を提供することもできる。当然、本発明を逸脱することなく、アンテナおよび/または送
信システム、ハウジングおよび/または電子モジュールに関して任意の電力システム構造
を使用することができる。
【００２１】
　通常どおり、本発明の局面のフットウェアは、対にして販売し、使用することができる
。いくつかの例では、一対の両方の靴が、同じまたは異なる位置にあるハウジングおよび
電子モジュール受け部を含むことができる。このような構成では、電子モジュールは、そ
の対のどちらかの靴の中に選択的に配置されることができる(特定の状況または特定の目
的では、たとえばデータ送信目的の場合には、ユーザ携行データ処理システムおよび/ま
たは表示装置(たとえば競技能力データ処理および/または表示能力を含む時計またはベル
ト搭載装置)がユーザの右側に携行されているのか、左側に携行されているのかに依存し
て一方の靴が他方の靴よりも好都合であることもある)。そのような構成では、たとえば
上記様々なタイプの充填要素は、電子モジュールを含まない受け部の中に設けることがで
きる。もう一つの例として、所望であれば、たとえば異なる身体的または生理学的パラメ
ータを計測する、データ取得におけるバックアップまたは冗長性を提供するなどのために
、異なる電子モジュールを二つの靴に設けることもできる。いくつかの場合または状況で
、所望であれば、充填要素を両方の靴に設けることもできる(たとえば、計測および/また
はデータ送信が望まれない場合、たとえば航空機移動中など、販売の場所で(たとえば、
電子モジュールが靴とは別個に販売または提供される場合など)、計測が望まれる競技ま
たは他の運動に従事していない場合、バッテリ、モジュールまたは他のシステム部品寿命
を温存するためなど)。
【００２２】
　当然、所望であれば、個々のフットウェア製品が、たとえば、一方の靴の多数の場所(
たとえば、内部、ヒールの中、土踏まずまたはミッドフット区域の中、靴外面、舌革区域
の中、アッパー部材、ソール部材の中など)に配置された上記タイプのハウジングの形態
の複数の電子モジュール取り付け場所を含んでもよい。所望であれば、電子モジュールと
そのハウジングとの間の接続の特徴を、本発明のシステムおよび方法により、電子モジュ
ールまたは他のデータ処理システムへの情報(たとえば、それが取り付けられる靴のタイ
プ、靴の中のその位置などに関する)を提供するために使用することができる。この情報
は、様々な目的に、たとえばデータアルゴリズム選択目的(たとえば、感知および/または
表示すべき身体的または生理学的パラメータのタイプを決定し、データ更新または計測ポ
ーリングの頻度を決定するためなど)に使用することができる。また、電子モジュールと
そのハウジングとの間の接続の特徴は、データ処理システムおよび/または電子モジュー
ルに対し、それがユーザの右の靴に取り付けられているのか、左の靴に取り付けられてい
るのかを知らせることができ、この情報を、本発明のシステムおよび方法で所望の目的に
使用することができる(たとえば、データ送/受信目的のために横方向または中心線に沿っ
て位置するアンテナシステムの一つに選択的に接続またはそれをアクティブ化するためな
ど)。
【００２３】
　本発明のさらに追加的な局面は、上記様々なタイプのフットウェア製品および電子モジ
ュールを使用する身体的および/または生理学的パラメータ感知システムに関する。加え
て、このようなシステムは、フットウェア製品中のハウジング中に設けられた、フットウ
ェア製品の使用に関連する少なくとも一つの身体的または生理学的パラメータに関するデ
ータを提供する電子モジュール、フットウェア製品の使用に関連する身体的または生理学
的パラメータに関するデータを送信するための、電子モジュールと動作可能に結合した(
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たとえば、モジュールの一部として含まれている、靴に取り付けられている、モジュール
に電気的に結合しているなど)送信システム(場合によってはワイヤレス送信システム)、
フットウェア製品の使用に関連する身体的または生理学的パラメータに関するデータを受
信するための処理システム、処理システムから情報を受信し、身体的または生理学的パラ
メータに関する情報を表示するための表示装置、および/または電子モジュール、送信シ
ステム、処理システムおよび/または表示装置を少なくとも部分的に給電するために動作
可能に接続された電源の一つまたは複数を含むことができる。当然、本発明を逸脱するこ
となく、さらなる特徴、要素、部品などが、そのような感知システム、たとえばモジュー
ル固定システム、モジュール解放システム、アクティブ化システム、認証システム、デー
タ処理アルゴリズム選択システムなどに設けられてもよい。
【００２４】
　本発明のさらに追加的な特徴および局面は、上記様々なタイプのフットウェア製品を製
造する方法、ならびに上記様々なタイプのフットウェア製品および運動能力感知システム
を使用して運動の一つまたは複数の特性を感知する方法に関する。
【００２５】
B. 運動能力計測電子モジュールの他の特徴および構成
　本発明の少なくともいくつかの例示的な局面は、上記のように、電子モジュール受けハ
ウジングをフットウェア内部に配置することを要しない。それどころか、ハウジングは、
本発明を逸脱することなく、フットウェア製品上の多様な場所に設けることができる。し
たがって、本発明のさらなる局面は、(a)足受けチャンバを少なくとも部分的に画定する
アッパー部材、(b)アッパー部材と直接的または間接的に係合したソール構造、および(c)
電子モジュールを解放可能に受けるためのハウジングであって、アッパー部材またはソー
ル構造の少なくとも一つと直接的または間接的に係合し、受け部を画定し、受け部の電子
モジュール受けチャンバが少なくとも一つの点で非対称的である(たとえば、電子モジュ
ールが単一または限られた数の向きでその中に嵌るよう)ハウジングを含むフットウェア
製品に関する。ハウジングは、フットウェア内部チャンバからアクセス可能な、またはこ
のチャンバに対して外にある多様な場所に設けられることができる。いくつかのより具体
的な例として、ハウジングは、ソール構造のミッドソール部分の中、ソール構造のヒール
部分の中、ソール構造のミッドソール部材とアウトソール部材との間、中間ポスティング
位置、ソール構造の一部として含まれる衝撃減衰コラム構造の間、アッパー部材の一部と
して(たとえば舌革部材の一部として、後部ヒール領域、アッパー部材の中または上に画
定されたポケットの中など)、ソール構造の一部として(たとえば、ソール構造の一部分の
中に延びる、ソール構造の中または上に設けられたポケットに嵌るなど)などに設けられ
ることができる。ハウジングのチャンバは、フットウェア製品の内部または外部の一方ま
たは両方からアクセスすることができる。本発明のこれらの例示的局面のフットウェア製
品はさらに、たとえば上記一般的なやり方でアンテナ/データ送信システムおよび/または
電源を含むことができる。
【００２６】
　電子モジュールは、場合によっては解放可能なやり方で、たとえば任意の様々なやり方
で、および/または任意の上記様々な固定システムおよび/または解放システムを使用する
ことによってフットウェア製品と係合させることができる。さらには、同じく上記のよう
に、電子モジュールは、ハウジング内でハウジングに対して単一の向きで嵌る(そして、
場合によっては、過って取り付けられた場合には、ハウジングから突出する、および/ま
たはハウジングの正しい閉止を妨げる)ように構成されることもできる。代替的には、所
望であれば、電子モジュールは、上記のように、ハウジング内で二つ以上の異なる向き、
たとえば電子モジュール「オン」位置に対応する一つの向きおよび電子モジュール「オフ
」位置に対応する一つの向きで嵌るように構成されることもできる。
【００２７】
　本発明のこの局面のさらに追加的な特徴は、上記のように、いずれかまたは両方が電子
モジュールを解放可能に受けるための一つまたは複数のハウジングを含むことができる一
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対の靴に関する。一対の両方の靴が同じまたは異なる位置にあるハウジングを含むことが
でき、そのような構成では、一つまたは複数の電子モジュールは、一対のいずれかの靴の
中に選択的に配置されることができる(上記のように、特定の状況では、たとえばデータ
送/受信目的の場合には、たとえばユーザ携行データ処理システムおよび/または表示シス
テム(たとえば運動能力データ処理および/または表示能力を有する時計またはベルト搭載
装置)がユーザの右側に携行されているのか、左側に携行されているのかに依存して、一
方の靴への配置が他方の靴への配置よりも好都合であることもある)。ここでもまた、そ
のような構成では、たとえば上記様々なタイプの非電子的充填要素を、電子モジュールを
含まない受け部の中に設けることができる。もう一つの例として、所望であれば、たとえ
ばデータ取得におけるバックアップまたは冗長性を提供するなどのために、異なる電子モ
ジュールを二つの靴の中に設けることもできる。いくつかの場合で、所望であれば、充填
要素を両方の靴の中に設けることもできる(たとえば、計測および/またはデータ送信が望
まれない場合、たとえば航空機移動中など、販売の場所で(たとえば、電子モジュールが
靴とは別個に販売または提供される場合など)、計測が望まれる運動に従事していない場
合、バッテリ、モジュールまたは他のシステム部品寿命を温存するためなど)。
【００２８】
　当然、所望であれば、上記タイプの個々の靴が、たとえば、一方の靴上の多数の場所(
たとえば、内部、ヒールの中、土踏まずまたはミッドフット区域の中、靴外面、舌革区域
の中など)に配置された上記タイプのハウジングの形態の複数の電子モジュール取り付け
場所を含んでもよい。一方の靴上の個々のハウジングは同じであっても異なってもよい。
所望であれば、電子モジュールとそのハウジングとの間の接続の特徴を、本発明のシステ
ムおよび方法により、電子モジュールまたは他のデータ処理システムに情報(たとえば、
それが取り付けられる靴のタイプ、靴の中のその位置などに関する)を提供するために使
用することができる。この情報は、様々な目的に、たとえばデータアルゴリズム選択目的
(たとえば、感知および/または表示すべき身体的または生理学的パラメータのタイプを決
定するため、データ更新または計測ポーリングの頻度を決定するためなど)に使用するこ
とができる。また、電子モジュールとそのハウジングとの間の接続の特徴は、データ処理
システムおよび/または電子モジュールに対し、それがユーザの右の靴に取り付けられて
いるのか、左の靴に取り付けられているのかを知らせることができ、この情報を、本発明
のシステムおよび方法で所望の目的に使用することができる(たとえば、横方向または中
心線に沿って向くアンテナ装置の一つに接続するためなど)。
【００２９】
　本発明のこの局面に関するさらに追加的な特徴は、上記の様々なタイプのフットウェア
製品を使用する身体的または生理学的パラメータ感知システムに関する。このようなシス
テムはさらに、ハウジング中に設けられた、フットウェア製品の使用に関連する少なくと
も一つの身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供する電子モジュール、フ
ットウェア製品の使用に関連する身体的または生理学的パラメータに関するデータを送信
するための、電子モジュールと動作可能に結合した(たとえば、モジュールの一部として
含まれている、靴に取り付けられている、モジュールに電気的に結合しているなど)送信
システム(場合によってはワイヤレス送信システム)、フットウェア製品の使用に関連する
身体的または生理学的パラメータに関するデータを受信するための処理システム、処理シ
ステムから情報を受信し、身体的または生理学的パラメータに関する情報を表示するため
の表示装置、電子モジュール、送信システム、処理システムおよび/または表示装置を少
なくとも部分的に給電するために動作可能に接続された電源、電子モジュール固定システ
ム、電子モジュール解放システム、アクティブ化システム、認証システム、データ処理ア
ルゴリズム選択システムなどの一つまたは複数を含むことができる。当然、本発明を逸脱
することなく、さらなる特徴、要素、部品などがそのような感知システムの中に設けられ
てもよい。
【００３０】
　本発明のこの局面に関するさらに追加的な特徴は、上記様々なタイプのフットウェア製
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品を製造する方法、ならびに上記様々なタイプのフットウェア製品および運動能力感知シ
ステムを使用して身体的パラメータ、生理学的パラメータおよび/または運動能力を感知
する方法に関する。
【００３１】
C. フットウェア製品または他の装置に対して運動能力計測電子モジュールを固定および
解放するための特徴および構成
　本発明のさらなる局面は、運動能力特性感知のための電子モジュールとフットウェア製
品との係合に関する。本発明のこの局面の少なくともいくつかの例は、(a)足受けチャン
バを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、(b)アッパー部材と直接的または間接的
に係合したソール構造、(c)電子モジュールを解放可能に受けるためのハウジングであっ
て、アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと直接的または間接的に係合し、ア
ッパー部材またはソール構造の少なくとも一つの中または上に形成された電子モジュール
受けチャンバを画定するハウジング、および(d)電子モジュールをハウジングと一緒に、
および/またはチャンバの中で解放可能に固定するためのシステムを含むフットウェア製
品に関する。
【００３２】
　本発明を逸脱することなく、電子モジュールをハウジングのチャンバ内に解放可能に固
定するための所望のシステムを使用することができる。たとえば、この固定システムは、
電子モジュール構造中に設けられた一つまたは複数の開口、凹み、溝および/または不連
続部の中に延びる一つまたは複数の保定部材(たとえばハウジングまたは靴構造の他の部
分の一部として)を含むことができる。さらなる例として、固定システムは、場合によっ
てはハウジングまたは電子モジュールと係合する締結要素を含む、チャンバまたは受け部
を少なくとも部分的に横切って延びるカバー要素または保定装置を含むことができる。接
着剤および/またはフック&ループタイプ締結構成を使用して、カバーまたは保定要素を電
子モジュールの上に係合させる、および/または電子モジュールをハウジングと直接係合
させることができる。固定システムは、機械的にアクティブ化または作動させることがで
きる、電子的にアクティブ化または作動させることができる、および/または電気機械的
にアクティブ化および/または作動させることができる。
【００３３】
　本発明のこの局面の少なくともいくつかの例にしたがって、チャンバに取り付けられた
電子モジュールを解放するための解放機構を設けることもできる(たとえば、電子モジュ
ールをハウジングまたはフットウェア製品との固定係合状態から解放するため)。解放機
構は、機械的に作動またはアクティブ化させることができる、電子的に作動またはアクテ
ィブ化させることができる、および/または電気機械的に作動またはアクティブ化させる
ことができ、たとえば固定システムおよび/または解放システムをモジュール係合または
係合解除位置に偏らせる、電子モジュールをハウジングから押し出すことなどに役立つば
ね部材などを含むことができる。さらなる例として、解放機構は、何らかのやり方でモジ
ュールを係合/係合解除させる、および/または何らかのやり方でモジュールをハウジング
に出し入れする可動保定要素を含むことができる。
【００３４】
　本発明のこの局面のフットウェア製品および/またはシステムのさらに追加的な例は、
固定システムおよび/またはその解放機構をアクティブ化するためのツールを含むことが
できる。所望であれば、ツールは、たとえば摩擦嵌め、保定ストラップ、カバー部材、戻
り止めもしくは他の保定機構または他の固定手段を介して、フットウェア製品と解放可能
に係合させることができる。解放ツールは、フットウェアの足受けチャンバに対して内ま
たは外に位置することができ、アッパー部材(たとえば、アッパー部材の舌革または他の
部分に設けられたポケットの中など)またはソール構造(たとえば、ソール部材の様々な部
分の中またはそれらの間に画定されたポケットまたはチャンバの中など)と係合すること
ができる。少なくともいくつかの例では、ツールは、たとえばアッパー部材またはソール
構造中の開口の中に延びて固定および/または解放機構および/またはそのような機構のた
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めのアクティブ化システムへのアクセスを提供する、フットウェア製品と係合した靴ひも
の先端金具として構成されることもできる。より具体的な例として、所望であれば、電子
モジュールのためのハウジングは、フットウェア製品の内部に設けられることができ、固
定および/または解放機構(機械的、電子的および/または電気機械的にアクティブ化およ
び/または作動させることができる)は、靴ひもの先端金具(または他のツール)を靴(たと
えば靴ミッドソール)の衝撃減衰要素中に画定された開口および/またはインソール部材ま
たは中敷き中に画定された開口に押し通すことによってアクセスし、アクティブ化するこ
とができる。所望であれば、先端金部、ツールおよび/またはそのためのアクセス開口は
、たとえば固定および/または解放機構にアクセスすることができるツールの形状を制限
するために、その外面が所望のやり方で形成されていることができる。もう一つの代替と
して、所望であれば、固定システムおよび/または解放システムは、電子モジュールの一
部として含めることができる、および/または電子モジュール中に設けられた開口に挿入
することができる上記ツールの使用によってアクティブ化することができる。
【００３５】
　所望であれば、本発明のこの例示的局面(ならびに上記発明の様々な局面)のシステムお
よび方法はさらに、チャンバに含まれた時に電子モジュールをアクティブ化するための電
子モジュールアクティブ化システムを含むことができる。いくつかの例では、このアクテ
ィブ化システムは、オン/オフスイッチを構成することができる。所望であれば、アクテ
ィブ化システムは、電子モジュールをアクティブ化するために何らかのアクティブ化ツー
ルが必要になるかもしれないような、フットウェア構造中の遠隔位置またはアクセスしに
くい場所、たとえばソール構造の内部に配置することもできる。アクティブ化システムお
よび/またはそのシステムのためのアクティブ化ツールは、解放機構場所およびツールに
関して上記した様々なやり方で配置し、使用することができる(たとえば、ソール構造内
にアクティブ化システムスイッチを設け、それを、中敷き、インソール部材、ミッドソー
ル部材、ハウジング要素などの一つまたは複数の中に設けられた対応する開口の中に延び
るツール(たとえば先端金具または他の細いカギ型要素)でアクティブ化することによって
)。代替的には、所望であれば、アクティブ化システムは、モジュール中に画定された開
口を介して上記ツールによってアクティブ化されるボタンをモジュールそのものまたはア
クティブ化システム上に含むことができる。
【００３６】
　当然、所望であれば、本発明のこの局面の上記タイプの個々の靴は、一方の靴の多数の
場所に配置された、たとえば上記タイプの複数の電子モジュール取り付け場所、固定シス
テム、解放機構、アクティブ化システム、アクティブ化ツール、解放ツールなどを含むこ
とができる。また、本発明を逸脱することなく、一対のいずれかまたは両方の靴がこれら
様々なシステムおよび特徴を含むことができる。
【００３７】
　本発明のこの局面に関するさらに追加的な特徴は、本発明のこの局面にしたがって上記
様々なタイプのフットウェア製品を使用する身体的および/または生理学的パラメータ感
知システムに関する。本発明のこの局面に関するさらなる特徴は、上記様々なタイプのフ
ットウェア製品を製造する方法、ならびに上記様々なタイプのフットウェア製品および感
知システムを使用する方法に関する。本発明のこの局面に関するさらに追加的な特徴は、
上記様々なシステムおよび方法を使用して、電子モジュールをフットウェア製品と固定す
る、フットウェア製品と固定された電子モジュールをアクティブ化する、および/または
フットウェア製品との固定関係から電子モジュールを解放する方法に関する。
【００３８】
D. 運動能力計測電子モジュールの動作をアクティブ化および/または認証するための特徴
および構成
　本発明はさらに、特定の靴と一緒に運動能力パラメータ感知モジュールの動作をアクテ
ィブ化および/または認証するための様々な構造およびシステムに関する。このようなシ
ステムは、(a)足受けチャンバを少なくとも部分的に画定するアッパー部材、(b)アッパー



(32) JP 5166405 B2 2013.3.21

10

20

30

40

50

部材と直接的または間接的に係合したソール構造、(c)電子モジュールを受けるためのハ
ウジングであって、アッパー部材またはソール構造の少なくとも一つと係合し、アッパー
部材またはソール構造の少なくとも一つの中に形成された、またはその上に設けられた電
子モジュール受けチャンバを画定するハウジング、(d)電子モジュールをチャンバととも
にアクティブ化するためのアクティブ化システム、および/または(e)入力情報(たとえば
電子データ、センサ読み、検出器信号、ユーザ入力など)を受信し、少なくとも部分的に
入力情報に基づいてチャンバ中の電子モジュールの使用の許可を確認するための認証シス
テムを含むことができる。アクティブ化および/または認証システムはさらに、たとえば
上記様々なタイプのアクティブ化ツールを含むことができる(たとえば、靴ひもの先端金
具として、アッパー部材またはソール構造と解放可能に係合可能な別個の部材として、別
個に携行される部材としてなど)。アクティブ化および/または認証システムまたはその部
分は、上記様々な場所を含め、靴構造中の所望の場所に設けられることができる。代替的
には、所望であれば、アクティブ化および/または認証システムの少なくとも部分が電子
モジュールの中またはそれとともに含められることができ、ツールがモジュールと係合ま
たは相互作用することができる。追加的または代替的に、アクティブ化システムおよび/
または認証システムの一部または全部が、感知システムの他の特徴の一部として、たとえ
ば遠隔処理装置とともに、遠隔表示装置などとともに設けられることもできる。
【００３９】
　上記のように、本発明の少なくともいくつかの例のアクティブ化および/または認証シ
ステムは、上記様々な構造および場所をはじめとして、多様な異なる構造を多様な異なる
場所に含むことができる。さらに追加的な例として、アクティブ化および/または認証シ
ステムは、ハウジングの一つまたは複数の壁から延びて、電子モジュールの中に画定され
た一つまたは複数の開口、凹み、溝または不連続部の中に延びる一つまたは複数の部材、
および/または電子モジュールの一つまたは複数の壁から延びて、ハウジングおよび/また
はフットウェア構造中に画定された一つまたは複数の開口、凹み、溝または不連続部の中
に延びる一つまたは複数の部材を含むことができる。さらに追加的な例として、所望であ
れば、アクティブ化および/または認証システムは、中敷き、インソール要素、ブーティ
ー部材などから延びて、電子モジュール中に画定された一つまたは複数の開口、凹み、溝
および/または不連続部の中に延びる一つまたは複数の部材を含むことができる。少なく
ともいくつかの場合には、アクティブ化および/または認証システムの使用は、たとえば
モジュールとともに設けられた第一の電気導体と、ハウジングおよび/または靴構造とと
もに設けられた第二の電気導体との間、電子モジュールと、場合によっては電子モジュー
ルに対して外に位置する電源との間などに電気的接続を形成する結果を招く。
【００４０】
　本発明の少なくともいくつかの例では、アクティブ化および/または認証システムは、
電子モジュールに関連する(たとえば電子モジュールに搭載された、または電子モジュー
ルと連絡した)データ処理システムに情報を提供することができる。この情報は、たとえ
ば、取り付け場所情報(たとえば靴構造に関する)、靴タイプ情報、左右の靴取り付け情報
などを含むことができる。この情報は、電子モジュールが使用するためのデータ処理アル
ゴリズムを選択する際(たとえば、計測すべき身体的および/または生理学的パラメータの
タイプを決定するため、表示装置に提供される情報データのタイプを決定するため、デー
タ収集または表示の特性を決定するためなど)および/またはアクティブ化および/または
使用すべきシステムの様々な部品を選択する際に少なくとも部分的に使用することができ
る。
【００４１】
　当然、所望であれば、本発明のこの局面の上記タイプの個々の靴は、一方の靴上の多数
の場所に配置された、たとえば上記タイプの複数の電子モジュール取り付け場所、アクテ
ィブ化システム、認証システム、アクティブ化ツールなどを含むことができる。また、本
発明を逸脱することなく、一対のいずれかまたは両方の靴がこれら様々なシステムおよび
特徴を含むことができる。
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【００４２】
　本発明のこの局面に関連するさらなる特徴は、上記様々なタイプのフットウェア製品を
使用する身体的および/または生理学的パラメータ感知システムに関する。本発明のこの
局面に関連するさらに追加的な特徴は、上記様々なタイプのフットウェア製品を製造する
方法、ならびに上記様々なタイプのフットウェア製品および運動能力パラメータ感知シス
テムを使用して運動能力の一つまたは複数の特性を感知する方法に関する。本発明のこの
局面に関連するさらに追加的な特徴は、上記様々なシステムおよび方法を使用して、電子
モジュールをアクティブ化する、および/またはフットウェア製品と一緒に固定された電
子モジュールの使用を認証する方法に関する。
【００４３】
E. 運動能力計測電子モジュールのための自在受け部
　本発明の局面はさらに、上記様々なタイプの運動能力の一つまたは複数の特性を感知す
るための電子モジュールのための受け部を含む他のシステムおよび/または装置に関する
。本発明のこの局面の運動能力感知システムは、(a)少なくとも一つの点で非対称的であ
る電子モジュール受けチャンバ(たとえば、電子モジュールが単一または限られた数の向
きでその中に嵌るようなサイズおよび/または形状を有する)を画定するハウジング、(b)
チャンバ中に受けられた電子モジュールであって、運動能力に関連する少なくとも一つの
身体的または生理学的パラメータに関するデータを提供し、場合によっては、ハウジング
の中に、ハウジングに対して単一または限られた数の向きで嵌るように構成されている電
子モジュール、(c)電子モジュールをチャンバ中に固定する、および/またはチャンバから
解放するためのシステム、(d)ハウジングを別の物体に固定するためのシステム、(e)電子
モジュールに電力を提供するための電源、(f)身体的または生理学的パラメータに関する
データを電子モジュールから送信するためのデータ送信システム、(g)データ送信システ
ムからデータを受信するためのデータ処理システム、(h)運動能力に関するデータまたは
情報を表示するための表示システム、(i)アクティブ化および/または認証システムなどの
一つまたは複数を含むことができる。
【００４４】
　本発明を逸脱することなく、これらの要素の多様な潜在的構造および構成を提供するこ
とができる。たとえば、データ送信システムは、電子モジュールと係合し、ハウジングと
係合し、電子モジュールと動作可能に結合していてもよいし、モジュールおよびハウジン
グから切り離されていてもよい。さらには、データ処理システムの少なくともいくつかの
部分および/またはシステムのデータ処理能力が、電子モジュールの一部として含まれ、
ハウジングの一部として含まれ、ハウジングから離れており、データ送信システム(有線
または無線接続などを含む)を介して接続されることなどもできる。所望であれば、デー
タ処理システムおよび/または表示システムを含むシステムの少なくともいくつかの部分
は、たとえば感知される競技または他の運動中に、たとえば手首取り付けシステム、ベル
トもしくは衣服取り付けシステム、靴取り付けシステムなどとして運動能力感知システム
のユーザによって携行されるようなサイズ、形状および/または重さであることができる
。
【００４５】
　本発明を逸脱することなく、上記様々なシステムをはじめとして、電子モジュールをハ
ウジングに固定する、および/または電子モジュールをハウジングから解放するための所
望のシステムを使用することができる。また、本発明を逸脱することなく、たとえばベル
ト部材、バンド部材、靴ひも部材、クリップもしくはクラスプ部材、接着剤、吸引部材、
締結構成などをはじめとして、ハウジングを別の物体(人または人の衣服を含む)に固定す
るための所望のシステムおよび/または構造を使用することができる。
【００４６】
　本発明のこの局面のさらに追加的な特徴は、運動能力感知システムを提供する方法、及
び/または上記様々なタイプの運動能力感知システムを使用する方法に関する。
【００４７】
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II. 本発明の具体例
　本発明の局面を上記でおおまかに説明したが、以下、本発明のシステム、方法、及び構
造のより詳細な具体例を提供する。当業者は、当然、以下の記載が本発明の例についての
説明を構成し、本発明をいかなるふうにも限定するものと解釈されるべきではないことを
理解するはずである。そのうえ、以下の記載では、全体構造中の要素の間の様々な接続が
記載される。読者は、断りない限り、これらの接続が一般に直接的であっても間接的であ
ってもよく、本明細書がこの点で限定的であることを意図しないことを理解するはずであ
る。
【００４８】
A. システム全体の基本例
　上記のように、図1は、一般に、本発明の少なくともいくつかの例のシステムおよび方
法を使用することができる例示的環境を示す。この例では、システムは、一つまたは複数
のフットウェア製品100およびフットウェア製品100と係合した(またはユーザ104によって
他のやり方で携行される)電子モジュール102を含む。この例示的なシステムの電子モジュ
ール102は、データをフットウェア製品100からデータ送信システム106を介して遠隔シス
テム110に送信する。この図示する例示的なシステムでは、電子モジュール102のデータ送
信システム106は、遠隔システム110を備えたレシーバ要素108とワイヤレスに通信する。
【００４９】
　本発明を逸脱することなく、フットウェア製品100は任意の所望の構成であることがで
きる。たとえば、フットウェア製品100は、当技術分野で公知であり、使用されている従
来のやり方をはじめとする所望のやり方で、たとえば縫合、接着剤、セメント、機械的コ
ネクタ、融着技術などによってソール部材と係合したアッパー部材を含むことができる。
フットウェア製品100は、所望の材料で作られた所望の構成であることができ、所望のタ
イプの閉止システム(たとえば、レース、バックル、フック&ルック締結具、磁気閉止シス
テム、クランプ、クラスプ、他の機械的コネクタ、保定要素など)を含むこともできるし
、閉止システムを含まないこともできる。一般に、フットウェア製品100は、競技用フッ
トウェアタイプ構造および/または当技術分野で公知であり、利用可能な構造をはじめと
する多くの従来のフットウェア構造の任意のものを表すことができる。
【００５０】
　本発明を逸脱することなく、電子モジュール102は、所望のやり方でフットウェア製品1
00と係合させることができる。たとえば、電子モジュール102は、電子モジュール102がフ
ットウェア製品100の構造の残りの中に完全または部分的に隠されるように、製造中にフ
ットウェア製品100と一体的に形成することができる。もう一つの例として、所望であれ
ば、電子モジュール102は、電子モジュール102をフットウェア製品100の中に取り出し可
能に挿入する、および/または他のやり方でそれと取り付けることができ、それと自由に
係合可能および/またはそれから切り離し可能であるよう、フットウェア製品100の中また
は上に一体的に形成された(たとえば、アッパー部材の中もしくは上またはソール部材の
任意の部分の中もしくは上に形成された)ポケット、スロット、溝、ハウジングまたは他
の構造に嵌ることもできる。いくつかの例では、電子モジュール102は、たとえば所望の
接続構造、たとえばバッテリコンパートメントカバー、メモリカード、PCMCIAカードおよ
び/または他の装置を電子またはコンピュータ装置と一緒に解放可能に固定するために使
用されるタイプの構造を使用して、フットウェア製品100のミッドソールまたは他の部分
に形成されたハウジング、スロットまたはポケットに嵌ることができる。
【００５１】
　電子モジュール102は、一つまたは複数の遠隔装置110との電子通信およびデータ転送(
たとえば、遠隔装置110を備えた送/受信要素108との通信およびデータ転送)が可能である
一つまたは複数のデータ送/受信要素106を含む、および/またはそれと動作可能に接続す
ることができる。本発明を逸脱することなく、所望のデータ転送形態、フォーマットおよ
び/またはプロトコルを使用する任意の形態の電子通信を使用することができる。本発明
を逸脱することなく、例として、データ送/受信要素106および/または108は、有線的また
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は無線的なやり方で、互いに通信することができる。いくつかのより具体的な例として、
データ送/受信要素106および/または108は、無線通信、携帯電話通信、赤外線通信、RFID
通信などを介して互いに通信することができる。また、所望であれば、本発明を逸脱する
ことなく、各データ送/受信システム106および108および/または遠隔システム110は、デ
ータを送受信して、それにより、電子モジュール102と遠隔システム110との間の二方向通
信を可能にすることができる(たとえば、必要ならば、または所望であれば、たとえば以
下さらに詳細に説明する理由のため、電子モジュール102および/またはその様々な部品ま
たはフットウェアの電子部品へのデータ入力を可能にするなど)。
【００５２】
　図2は、本発明の少なくともいくつかの例にしたがって使用することができるデータ送/
受信能力を含む例示的な電子モジュール102の略図を含む。図1および2の例示的構造は、
電子モジュール構造102に統合された状態としてデータ送/受信システム106を示すが、当
業者は、データ送/受信目的のために別個の部品をフットウェア構造100または他の構造の
一部として含めてもよいということ、および/または本発明のすべての例でデータ送/受信
システム106が単一のハウジングまたは単一のパッケージに完全に含まれる必要はないと
いうことを理解するであろう(以下、様々な例で説明するとおり)。それどころか、所望で
あれば、本発明を逸脱することなく、データ送/受信システム106の様々な部品または要素
は、多様な異なるやり方で、異なるハウジング中、異なるボード上で互いに別個であるこ
とができる、および/またはフットウェア製品100または他の装置と別個に係合しているこ
とができる。様々な潜在的取り付け構造の様々な例を以下さらに詳細に説明する。
【００５３】
　図2の例では、電子部品102は、一つまたは複数の遠隔システムとの間で(たとえば遠隔
システム110との間で)データを送受信するためのデータ送/受信要素106を含む。この例の
電子部品102はさらに、処理システム202 (たとえば一つまたは複数のマイクロプロセッサ
)、メモリシステム204および電源206 (たとえばバッテリまたは他の電源)を含む。「セン
サ」208を設けて、多様な異なるタイプのパラメータに関するデータまたは情報、たとえ
ばフットウェア製品100の使用またはユーザに関連する身体的または生理学的データ、た
とえば歩数計タイプ速度および/または距離情報、他の速度および/または距離データセン
サ情報、温度、高度、気圧、湿度、GPSデータ、加速度計出力またはデータ、心拍数、脈
拍、血圧、体温、EKGデータ、EEGデータなどを感知または提供することができ、このデー
タをメモリ204に記憶する、および/または、たとえば、送/受信システム106による遠隔場
所またはシステムへの送信に利用可能にすることができる。センサ208は、たとえばステ
ップ中の方向変化を感知し(歩数計タイプ速度および/または距離情報の場合)、跳躍高さ
を感知するなどのための加速度計を含むことができる。
【００５４】
　さらなる例として、上記様々なタイプの電子モジュール、システムおよび方法は、フッ
トウェア製品の自動衝撃減衰制御を提供するために使用することができる。このようなシ
ステムおよび方法は、たとえば、フットウェア製品の衝撃減衰特性をアクティブおよび/
またはダイナミックに制御するためのシステムおよび方法を記載する米国特許第6,430,84
3号、米国特許出願公開公報第2003/0009913号および米国特許出願公開公報第2004/017753
1号に記載されているものと同様に作動することができる(それぞれ参照により本明細書に
組み入れられる米国特許第6,430,843号、米国特許出願公開公報第2003/0009913号および
米国特許出願公開公報第2004/0177531号)。速度および/または距離タイプ情報を提供する
ために使用される場合、米国特許第5,724,265号、第5,955,667号、第6,018,705号、第6,0
52,654号、第6,876,947号および第6,882,955号に記載されているタイプの感知ユニット、
アルゴリズムおよび/またはシステムを使用することができる。これらの各特許は参照に
より本明細書に組み入れられる。
【００５５】
　さらに図2に示すように、この例の電子モジュール102はアクティブ化システム210を含
む。アクティブ化システム210またはその部分は、モジュール102またはフットウェア製品
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100 (または他の装置)と、電子モジュール102の他の部分とともに、またはそれとは別に
、係合させることができる。アクティブ化システム210は、電子モジュール102および/ま
たは電子モジュール102の少なくともいくつかの機能(たとえばデータ送/受信機能など)を
選択的にアクティブ化するために使用することができる。本発明を逸脱することなく、多
様な異なるアクティブ化システムを使用することができ、様々な含まれる図面を参照しな
がらそのような多様なシステムを以下さらに詳細に説明する。
【００５６】
　図3は、本発明のいくつかの例の例示的な運動能力感知システム300全体の略図を示す。
このシステム300は、図2に関連して上記したタイプの電子モジュール102を含む。上記の
ように、所望であれば、図示するモジュール102の少なくともいくつかの部分(たとえばア
クティブ化システム210、送/受信システム106など)は、実際には、電子モジュール102と
別個に設けることができる(その場合、これらのシステムからの入力は、所望のやり方で
モジュール102に提供する、たとえば有線または無線接続、ピンまたはコンタクトパッド
などを介して処理システム202に提供することができる)。アクティブ化システム210から
の入力はまた、所望の型式または本発明を逸脱しないフォーマットで提供することができ
る。いくつかのより具体的な例として、所望であれば、アクティブ化システム210は、単
にアクティブ化または非アクティブ化信号(たとえば論理「1」または「0」)を電子モジュ
ール102の処理システム202および/または送/受信システム106に提供する簡単なボタン、
スイッチまたは他の入力ソースを含むことができる。所望であれば、本発明の少なくとも
いくつかの例では、アクティブ化システム210は、ユーザが手動でシステムをアクティブ
化することができるよう、または他のやり方でアクティブ化されて(場合によっては、ユ
ーザが足を踏み降ろす、地面を強く踏む、跳躍するなどした時自動的にアクティブ化され
て)電子モジュール102またはそのデータ送/受信装置106を作動させることができるよう、
場合によってはフットウェア製品100、遠隔装置110に取り付けられた、または他のやり方
によってユーザによって携行される外部ボタンまたは他の装置を構成することもできる。
【００５７】
　図3はさらに、たとえば図1に示すような遠隔装置110の様々な例示的部品および機能を
示す略図を含む。この遠隔装置110は、データを電子モジュール102との間で送受信するた
めの送/受信機要素108を含む。図3に示す遠隔装置110は、それ自体の処理システム302 (
たとえば、一つまたは複数のマイクロプロセッサ)、メモリシステム304および/または電
源306を含むことができる。
【００５８】
　遠隔装置110は、本発明の例にしたがって様々な機能を実行するようにプログラムされ
、適合されることができる。たとえば、遠隔装置110は、たとえばフットウェアユーザま
たは第三者に情報を表示するためのオーディオ、ビデオおよび/または英数字表示装置308
を含むことができる。表示される情報は、いくつかの例では、少なくとも部分的に、電子
モジュール102によって送信されるデータに基づくことができる。追加的または代替的に
、所望であれば、遠隔装置110は、たとえば、遠隔システム110またはその様々な部品の設
定を入力もしくは調節または機能もしくは設定を制御する、および/または電子モジュー
ル102またはその様々な部品(たとえばアクティブ化システム210、感知システム208など)
の設定を入力または機能を制御するためのユーザ入力を受けるためのユーザ入力システム
310を含むことができる。本発明を逸脱することなく、たとえばキーボード入力、スタイ
ラスタイプ入力、音声入力、ボタンタイプ入力、ソフトキーボードなどをはじめとする所
望のタイプの入力システム310を提供することができる。
【００５９】
　所望であれば、遠隔システム110によって受理および/または生成されるユーザ入力およ
び/または他のデータもしくは情報は、たとえばデータ送/受信要素108を介して電子モジ
ュール102に返送されることができる。代替的または追加的に、所望であれば、遠隔シス
テム110によって生成されるユーザ入力および/または他のデータもしくは情報は、入出力
システム312 (たとえばデータ送信ライン、無線送信システム、インターネット接続など)
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を介して電子モジュール102および/または一つまたは複数の他のシステム(たとえば遠隔
システム314)に送ることもできる。遠隔システム314は、本発明を逸脱することなく、所
望の型式、たとえばコンピュータもしくはコンピューティングシステム、遠隔表示装置、
別のデータ送信システムなどの形態をとることができる。所望であれば、遠隔システム31
4と電子モジュール102との間の直接通信を可能にしてもよい(中間の遠隔装置110を経由さ
せる必要なし)。本発明を逸脱することなく、遠隔システム110、遠隔システム314および/
または電子モジュール102の間の接続は、所望の形態、たとえば有線または無線接続の形
態をとることができ、データは、所望の形態またはフォーマットで伝送することができる
。
【００６０】
　図4は、運動能力が感知される過程で競技者または他のユーザによって携行されること
ができるタイプの遠隔装置110の例を示す。図示する例では、遠隔装置110は、データ送/
受信要素108および表示装置308 (ビデオ/英数字表示装置402およびオーディオスピーカ40
4を含む)、ならびにユーザ入力装置310を含む。遠隔装置110はさらに、たとえばユーザの
衣服、体または器具に取り付けるためのバンド部材406を含む。当然、所望であれば、異
なるタイプのバンド(たとえば様々なタイプの時計型バンド)、チェーンまたは他の首に掛
かる装置、クリップ、クランプ、クラスプ、機械的締結具などをはじめとして、この遠隔
装置110を別の物体に取り付けるための所望のタイプのシステムを設けることができる。
また、所望のタイプの情報を表示装置402に提供する、および/またはオーディオ要素また
はスピーカ404を介して警告音またはオーディオ情報を提供することもできるが、この図
示する例では、ビデオ表示装置402は、データ送/受信アイコン408、「走破距離」表示410
、「経過時間」表示412、「警告」表示414 (GPS、マップデータ、遠隔システム314との通
信などからデータまたは情報を得ることができる)およびバッテリ寿命インジケータ416を
提供する。当然、本発明を逸脱することなく、他の情報、変更情報および/または異なる
タイプの情報の組み合わせを提供することもできる。追加的または代替的に、所望であれ
ば、遠隔装置110は、表示するための様々な異なるタイプの情報および/またはそのような
情報を表示する型式、フォーマットもしくはやり方のユーザ選択を可能にする一つまたは
複数のボタン(ハードまたはソフトボタン、たとえば入力装置310)または他の入力要素を
含むことができる。
【００６１】
　運動能力感知システム全体の様々な例示的要素の上記説明を提供したところで、以下、
運動能力感知システムで使用することができる様々な例示的フットウェア構造ならびに他
の構造および部品をより詳細に説明する。
【００６２】
B. 電子モジュール受け部を有するフットウェア構造
　図1～4によって示すシステムおよび方法においてユーザ104が身体的または生理学的計
測電子モジュールまたは他のモジュール102を携行することができる方法は数多くあるが
、本発明の少なくともいくつかの例では、電子モジュール102は、フットウェア製品100の
中または上に取り付けられ、担持される。このようにして、電子モジュール102は、多く
の場合、ユーザがその存在を実感または気にすることなく、ユーザ104によって容易に携
行されることができる。そのうえ、モジュール102のサイズ、形状および取り付けは、モ
ジュール102の存在が運動能力に対して悪影響をほとんどまたは全く及ぼさないように選
択することができる。本発明を逸することなく、多様なフットウェアまたは他の構造100
を使用して電子モジュール102を保持することができる。
【００６３】
　図5Aおよび5Bは、本発明の少なくともいくつかの例にしたがって使用することができる
フットウェア製品500の一例の部分図を示す。図示するように、フットウェア製品500は、
アッパー部材504と係合したソール構造502を含む。本発明を逸脱することなく、当技術分
野で公知であり、使用されている従来の材料および構造をはじめとして、所望の材料およ
び構造のアッパー部材504およびソール構造502を使用することができる。この図示する例
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では、競技用フットウェアに一般的であるように、ソール構造502は、アウトソール部材5
02a (たとえば、地面と直接接触し、トラクションを提供するための、たとえばゴム、ポ
リマー、皮革、それらの組み合わせなどでできたもの)、衝撃減衰ミッドソール部材502b 
(たとえば、地面または他の接触面の衝撃力を減衰するための、たとえばポリウレタンフ
ォーム、エチルビニルアセテート、フィロン(phylon)、フィライト(phylite)などででき
たもの)および履き心地を改善するインソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cを
含む。当然、ソール部材502およびアッパー部材504の様々な部分は、所望の数のピースま
たはパーツから構成することができ、これらの部材、ピースおよび/またはパーツは、所
要のやり方で、たとえばセメント、接着剤、縫合、機械的コネクタなどによって互いに係
合させることができる。さらには、本発明を逸脱することなく、たとえばレース、バック
ル、ストラップ、フック&ループ締結具、機械的締結具、伸長性弾性要素などをはじめと
して、フットウェア製品500を装着者の足に保持しておくのに役立つ所望の閉止システム
を使用することができる。
【００６４】
　図5Aは、本発明のこの例のミッドソール要素502bの平面図を示す。この図および図5Bに
示すように、この例示的構造500のミッドソール要素502bは、電子モジュールを受けるた
めのハウジング部材506が嵌め込まれる穴を含む。この例示的構造500のハウジング506は
、フットウェア製品500の中間土踏まずまたはミッドフット区域に配置されている。ハウ
ジング506は、本発明を逸脱することなく、多様な位置に配置されることができるが、好
ましくは、たとえば装着者が足を踏み降ろす、および/または他のやり方でフットウェア
製品500を使用する時(たとえば競技運動のために)、装着者の足との接触および/または刺
激を避ける、または最小限にするための位置および向きに設けられる、および/または他
のやり方で構成される。
【００６５】
　フットウェア構造500の他の特徴が、装着者の足とハウジング506(またはハウジング506
中に受けられた要素)との間の接触を減らす、または避け、フットウェア構造500全体の履
き心地を改善するのに役立つことができる。たとえば、図5Bに示すように、フットウェア
製品500のインソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cが、ハウジング506の上に嵌
り、それを少なくとも部分的に覆って、それにより、装着者の足とハウジング506との間
にパッド材の層を提供することができる。間の接触を減らし、装着者の足におけるハウジ
ング506の望ましくない感触を調節するためのさらなる特徴を、以下、たとえば図9A～9C
を参照しながらさらに詳細に説明する。このフットウェア内部ハウジング構造は、フット
ウェア製品500の貯蔵および/または使用中にインソール部材502cおよび装着者の足が電子
モジュールまたは他の物体をハウジング506中に確実に保持することができる一方、たと
えばモジュールまたは他の要素の挿入、取り出し、交換などのためのハウジング506への
アクセスが容易なままであるため、有利である。
【００６６】
　また、本発明を逸脱することなく、電子モジュールのハウジング部材を、インソール部
材、中敷きまたは内部フットウェアブーティー部材構造の一部として設けることもできる
。図5Cは、そのようなフットウェア製品520の例の部分図を示す。図5Aおよび5B (同種の
部品は同じ参照番号を使用して標識する)に示す構造500に似ているが、図5Cのこの図示さ
れた例示的構造520では、ソール構造522が図5Aおよび5Bに示すものとはいくぶん異なる。
より具体的には、この例示的ソール構造522では、ハウジング部材526が、ミッドソール部
材522bの一部としてではなく、インソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造522cの
一部として設けられている(たとえばそれに取り付けられている、その一部として一体的
に形成されているなど)。多様な構成が可能であるが、この図示される例では、ハウジン
グ部材526の開口がインソール部材、中敷きまたはブーティー部材522cの底面に(すなわち
、ミッドソール部材522bに隣接して)配置されている。このようにして、この例示される
構造520では、インソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造522cのある部分がユー
ザの足とハウジング部材526との間に残って、それにより、ユーザの足におけるハウジン
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グ部材526の感触を調節することができる。ハウジング部材526へのアクセスは、多様な方
法で、たとえばインソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造522cを持ち上げてミッ
ドソール構造522bから離れさせてその下面を露呈させることにより、インソール部材、中
敷きまたはブーティー部材522c中(および場合によってはハウジング部材526中)にアクセ
ス開口を設けることなどによって提供することができる。
【００６７】
　当然、所望であれば、本発明を逸脱することなく、ハウジング部材526への開口は、イ
ンソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造522cの上面に設けられてもよい。このよ
うな構造は、たとえば、さらなる履き心地および感触調節要素が提供される場合などに、
ハウジング526および/または電子モジュールが、ユーザの足における感触を調節するよう
な材料を含む、および/またはそれで作られている場合に使用することができる。本発明
を逸脱することなく、図5Aおよび5Bに関連して上記した様々な特徴およびたとえば図9A～
9Cを参照しながら以下さらに詳細に説明する特徴をはじめとして、装着者の足とハウジン
グ(またはハウジング中に受けられた要素)との間の接触を減らす、または避け、フットウ
ェア構造全体の履き心地を改善するのに役立つ、上記様々な特徴のいずれをも設けること
ができる。
【００６８】
　さらに別の例として、所望であれば、本発明を逸脱することなく、ハウジング部材の部
分をミッドソール部材(たとえば部材502bまたは522b)およびインソール部材、中敷きまた
はブーティー部材構造(たとえば構造502cまたは522c)の両方に設けることもできる(たと
えば、電子モジュールまたは充填要素がハウジング構造の隣接部分の間に挟まれる、また
は含まれるように)。本発明を逸脱することなく、ミッドソール部材、インソール部材、
アウトソール部材および/またはアッパー部材の一つまたは複数に対するハウジング部材
の多様な相対的配設が可能である。
【００６９】
　本発明を逸脱することなく、ハウジング506および/または526は、フットウェア構造500
の内部の多様な異なる場所に設けることができる。図6Aおよび6Bは、ハウジング506がヒ
ール領域に設けられる例示的なフットウェア構造600のもう一つの部分図を示す。図5Aお
よび5Bに示すものと同じ基本的フットウェア構造600が図6Aおよび6Bに示されているが、
当業者は、当然、本発明を逸脱することなく、フットウェア全体構造、構成および材料に
広い変更を加えることができることを認識するであろう。ここでもまた、図6Aおよび6Bに
示す例示的構造600では、フットウェア製品600のインソール部材または中敷き502cは、ハ
ウジング506の上に嵌り、それを少なくとも部分的に覆って、それにより、装着者の足と
ハウジング506との間にパッド材の層を提供する。
【００７０】
　図6Cは、図5A～6Bに示すものに類似した例示的なフットウェア構造650のもう一つの部
分図を示す。しかし、この例示的構造650では、ハウジング606は、フットウェア構造650
のヒール領域に、ソール構造602全体の一部として、また、インソール部材、中敷きまた
はブーティー部材構造602cの一部として設けられている。この例示的構造650では、ハウ
ジング606への開口は、インソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造602cの上面に
設けられている。必要ならば、または所望であれば、ハウジング606および/または電子モ
ジュールは、ユーザの足における感触を調節するような構造を含む、および/またはその
ような材料で作られていることができる。追加的または代替的に、所望であれば、さらな
る履き心地および感触調節要素を設けてもよい。本発明を逸脱することなく、図5Aおよび
5Bに関連して上記した様々な特徴およびたとえば図9A～9Cを参照しながら以下さらに詳細
に説明する特徴をはじめとして、装着者の足とハウジング(またはハウジング中に受けら
れた要素)との間の接触を減らす、または避け、フットウェア構造全体の履き心地を改善
するのに役立つ、上記様々な特徴のいずれをも設けることができる。さらに別の代替とし
て、所望であれば、ハウジング606へのアクセスは、たとえば図5Cに関連して上記したや
り方と同様にして、インソール部材、中敷きまたはブーティー部材構造602cの下面を介し
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て設けることもできる。
【００７１】
　図7は、たとえば図5A～6Bに示す様々なタイプのフットウェア製品におけるハウジング
部材506を提供するための例示的方法を示す。図示するように、フットウェア製品におけ
る内部および/または外部使用のための、たとえば所望の材料、たとえばゴム、ポリマー
材料(たとえばポリウレタン、エチルビニルアセテート、フィロン(phylon)、フィライト(
phylite)、発泡体など)のような衝撃減衰材料などで形成されたミッドソール要素502bが
設けられ、この要素502bは、所望の厚さおよび/またはその表面区域で異なる厚さで作ら
れることができる。穴または凹み508がミッドソール502b中に形成されている。この穴ま
たは凹み508は、全ミッドソール要素502bおよび/またはフットウェア製品製造工程中の所
望の時点で、たとえばミッドソール要素502bの成形中、ミッドソール要素502bをフットウ
ェア構造に組み込む前、ミッドソール要素502bをフットウェア構造に組み込んだ後などに
形成することができる。さらには、穴または凹み508は、所望のやり方で、たとえばそれ
をミッドソール構造502b中に成形すること、切削技術、圧延または圧締め技術、レーザア
ブレーションまたはレーザ切削技術、加熱技術などにより、形成することができる。
【００７２】
　次に、図7に示すように、ハウジング部材506を穴または凹み508に嵌め込み、固定する
ことができる(矢印702によって示すように)。本発明を逸脱することなく、たとえば接着
剤、セメントまたは他の融着技術の使用、機械的コネクタまたは他の保定要素の使用など
をはじめとして、ハウジング部材506を穴または凹み508の中に固定する所望のやり方を使
用することができる。ハウジング部材506は、全ミッドソール要素502bおよび/またはフッ
トウェア製品製造工程中の、上述の時点のいずれかを含む所望の時点で、穴または凹み50
8に嵌め込むことができる。
【００７３】
　ハウジング部材506は、本発明を逸脱することなく、たとえば硬質プラスチックまたは
ポリマー材料、たとえばPEBAX(登録商標)(Puteaux, FranceのAtofina Corporationから市
販のポリエーテルブロックコポリアミドポリマー)、熱可塑性樹脂など、金属材料、セラ
ミック材料、ファイバグラス材料、カーボンファイバまたは他の繊維材料、様々な材料の
組み合わせなどをはじめとして、所望の材料および/または所望の数のピースで作ること
ができる。さらなる例として、所望であれば、ハウジング部材506は、たとえばフットウ
ェア装着者が足を踏み降ろす、跳躍で着地する時などに発生する力、たとえば電子モジュ
ールおよび/または他の要素がその中に挿入および/またはそれと係合される時加わる力な
どのような力の下で、少なくともいくらかは変形するようにいくらか可撓性の材料から作
ることもできる。図7に示すように、この図示される例では、ミッドソール要素502bは、
たとえばハウジング部材506に加わる衝撃力を減衰することを可能にするための、ハウジ
ング部材506の直ぐ下にある衝撃減衰材料704を含む。
【００７４】
　当然、本発明を逸脱することなく、様々な要素の構造、それらの要素の製造方法、およ
び全体構成における多様な変化が可能である。たとえば、所望であれば、ミッドソール要
素502bは、完全に貫通する開口を含むこともでき(たとえば材料704が存在しない)、ハウ
ジング要素は、衝撃減衰材料(たとえば、ハウジング部材506の一部として含まれている、
またはハウジング部材506と係合して材料704の一部または全部に取って代わる衝撃減衰材
料)を含む、それに取り付けられる、またはそれと係合するように作ることもできる。も
う一つの例として、所望であれば、ミッドソール要素502bを多数のピースから作ることも
でき、一つのピースがハウジング部材506を含むように構成することもでき、および/また
は、ハウジング部材アセンブリ(場合によっては、ハウジング部材506およびたとえばその
下面に取り付けられた衝撃減衰材料を含むアセンブリ)をミッドソール要素502bの個々の
ピースの間に設けることもできる。
【００７５】
　図8は、ハウジング部材506が、図7に示すようにミッドソール要素502bに設けられた開
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口または凹み508の中に嵌め込まれた状態の例示的な最終アセンブリ800の図を示す。さら
には、この図示される例示的アセンブリ800では、ハウジング部材506は、その中に受けら
れた要素802を含む。本発明を逸脱することなく、多様な異なる要素802をハウジング部材
506中に設けることができる。たとえば、図1～4に関連して上記したように、要素802は、
たとえば図1～4に関連して上記した様々な用途をはじめとする様々な他の用途のためのア
センブリ800もしくはセンサおよび/または部品を含むフットウェア製品の使用に関連する
身体的または生理学的パラメータを計測するための電子モジュール(たとえばモジュール1
02)を構成することができる。
【００７６】
　しかし、いくつかの例では、ハウジング部材506は、たとえば上記様々なタイプの電子
モジュール(たとえばモジュール102)を含まないかもしれない。たとえば、小売りまたは
他の販売環境では、フットウェア製品は、電子モジュール、身体的および/または生理学
的パラメータ感知能力および/または競技もしくは他の運動能力感知能力の追加費用また
は複雑さなしで入手可能であるかもしれない(たとえばユーザ、小売店、購入者などに対
して)。そのような例では、フットウェア製品を「すぐに履ける」ようにするために、製
造者、市場提供者、販売者または他者が、非電子的な「ブランク」または「ダミー」要素
を要素802としてハウジング506中に含めるかもしれない。「ブランク」または「ダミー」
要素は、たとえば硬質部材(たとえばプラスチック、金属、セラミックなどでできたもの)
、変形性部材(たとえば、ゴムまたはポリマー材料、たとえば発泡体またはミッドソール
要素502bを作るために使用されるもののような材料でできたもの)または異なる材料の組
み合わせのような所望の形態または形状をとることができる。ブランクまたはダミー要素
は、少なくとも、装着者の足における靴の一貫した非刺激性の感触を維持するのに役立つ
(たとえば、開口が露呈している場合などに装着者がハウジング506の空のチャンバを感じ
取ることを防ぐのに役立つ)ことができる。ブランクまたはダミー要素は、たとえば電子
モジュールに関して以下さらに詳細に説明するものと同じやり方で、たとえばそれをハウ
ジング506に固定する、および/またはそれから解放することを可能にするための所望の形
状または構造を含むことができる。
【００７７】
　非電子的ブランクまたはダミー要素802をハウジング506中に配置する他の理由が存在す
るかもしれない。たとえば、靴は通常、対で市販され、使用される。所望であれば、対の
うちの一方の靴だけが、電子モジュール102を保持するための構造(たとえば開口508、ハ
ウジング506および/またはその中の要素802)を含むように構成することもできる(他方の
靴は、これらの特徴なしでより一般的な構造を有する)。代替的には、所望であれば、対
のうちの各靴が、電子モジュール102を保持するための構造(たとえば開口508およびハウ
ジング506)を含み、単一の電子モジュール102をいずれかの靴に選択的に取り付け、非電
子的ブランクまたはダミー要素802を他方の靴に取り付けることもできる。電子モジュー
ル102をいずれかの靴に選択的に取り付ける能力は、少なくともいくつかの例で、様々な
理由のために有利であるかもしれない。たとえば、電子モジュール102がデータまたは情
報を、たとえばユーザ104によって携行される遠隔装置110 (たとえば図1を参照)または別
の場所に送信する場合、遠隔装置へのデータまたは情報の送信が、一方の靴からの方が、
他方の靴からの場合に比べ、良好になることがある(たとえば、遠隔装置110が位置する体
または腕の側、ユーザおよび/またはユーザのおおまかな移動方向に対する送信タワーま
たは他の送信手段の場所などに依存する)。
【００７８】
　もう一つの例として、所望であれば、異なる電子モジュールが対の異なる靴に取り付け
られて、これらのモジュールが、同じまたは異なる身体的または生理学的パラメータに関
する情報を提供する、同じまたは異なるタイプの情報を遠隔システムに提供するために使
用される、同じまたは異なる外部装置を制御するための情報を提供するために使用される
、情報および機能の様々な組み合わせを提供するなどもできる。このようにして、所望で
あれば、運動の過程で、より広い範囲の機能を実行する、および/または情報をユーザも
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しくは他者に提供する、および/またはより信頼しうる、および/または冗長なデータもし
くは情報を利用可能にすることができる。
【００７９】
　図8に示すハウジング部材506の底804は、ハウジング部材506中の要素802を保護しやす
くするため、硬質プラスチック(または他の材料)(たとえば、ハウジング部材506の残りを
構成する材料と同じ材料)で形成されることができる。所望であれば、追加的または代替
的に、別個の保護部材806をソールまたは靴構造のミッドソール部材502bまたは他の部分
に設けて、要素802を衝撃力などから保護することもできる(たとえば、特にハウジング部
材506の底804が開放または部分的に開放している、底面804が省略されている場合など)。
追加的または代替的に、所望であれば、保護部材806がハウジングの側面および/または上
部を取り巻いてもよい。そのような構造は、ミッドソール要素502bまたはフットウェア構
造の他の部分に含まれる電子装置および他の装置、たとえば、以下さらに詳細に説明する
様々なタイプのアクティブ化システム、送信システム、データ処理システム、固定システ
ム、認証システムおよび/または解放システムを収容し、保護するのに役立つ状況で有用
であることができる。
【００８０】
　本発明を逸脱することなく、ハウジング部材506および/または電子モジュールもしくは
他の要素802のユーザ感触を防ぐ、または調節する様々な方法を提供することができる。
図9A～9Cは、使用することができる様々な例示的構造を示す。図9Aに示す例示的構造900
では、インソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cは、穴508および/またはハウジ
ング部材506の上の場所に(その中に嵌る形の)衝撃減衰材料の余分の厚さ902を含む。本発
明を逸脱することなく、インソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cの余分な厚さ
902には所望の材料(たとえば、ゴム、ポリマー(たとえばポリウレタンフォーム、エチル
ビニルアセテート、フィロン(phylon)、フィライト(phylite)など)、繊維材料などを含む
)を使用することができるが、インソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cの残り
部分を構成するものと同じ材料であり、連続していてもよいし、異なる別個の材料であっ
てもよい(場合によっては、インソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cに取り付
けられている)。
【００８１】
　他方、図9Bに示す例示的構造920では、独立したパッドまたはカバー要素922が、要素80
2の上および要素802とインソール部材、中敷きまたはブーティー要素502cとの間に配置さ
れている。パッドまたはカバー要素922は、上記のような所望の材料、たとえば発泡体ま
たは他の衝撃減衰材料から作られることができる。もう一つの例として、所望であれば、
カバー要素922は、より硬質の材料、たとえばプラスチック材料(たとえば、ハウジング50
6を構成する材料と同様)から、場合によっては発泡体または他の材料をその上面および/
または下面に適用して作ることもできる。図示されるパッドまたはカバー要素922は、穴5
08および/またはハウジング部材506の開口に嵌る形状を有する別個の独立したパーツとし
て示されているが、所望であれば、パッドまたはカバー要素922は、ハウジング部材506、
ミッドソール部材502b、要素802および/またはインソール部材、中敷きまたはブーティー
要素502cの少なくとも一つに付くように作られてもよい。場合によっては、少なくともい
くつかの例示的構造920で、カバー要素922は、たとえば、様々な電子装置、たとえば電子
ゲーム機または他の電子機器、たとえばカメラ、オーディオおよび/またはビデオ記録装
置、オーディオおよび/またはビデオ再生装置などのバッテリチャンバのためのカバー要
素が提供される様々なやり方で、ハウジング部材506 (その内面および/または外面のいず
れか)、ミッドソール部材502bおよび/または要素802の少なくとも一つと係合(移動可能お
よび場合によっては取り出し可能に)させることもできる。
【００８２】
　図9Cは、穴508、ハウジング506および/または要素802の上のカバー要素942を含む構造9
40のもう一つの例を示す。この例示的構造940では、カバー要素942は、ハウジング506を
覆う徐々に傾斜する面を有する細長い側部944および946を有する。カバー要素942は、ハ
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ウジング506、ミッドソール要素502bおよび/またはインソール部材、中敷きまたはブーテ
ィー要素502cに固着することもできるし(たとえば機械的コネクタ、接着剤、フック&ルー
プ締結具などによって)、保定要素(たとえば、ハウジング506の上面に設けられた隆起950
と係合する保定溝948)によって所定位置に保持することもできる。本発明を逸脱すること
なく、カバー要素942を全体構造940に係合させる他の方法が可能である。当然、所望であ
れば、本発明を逸脱することなく、カバー要素942は、多数のピースから作ることができ
る。また、必要ならば、または所望であれば、さらなる充填材料を、たとえばカバー要素
942と要素802との間および/またはカバー要素942とインソール部材、中敷きまたはブーテ
ィー要素502cとの間に設けることができる(たとえば図9Bの材料922のように配置)。この
さらなる材料は、場合によっては、カバー要素942と一体的に形成されている、それに取
り付けられている、またはそれと切り離されていることができる。カバー部材942はまた
、本発明を逸脱することなく、所望の材料、たとえば硬質材料(たとえば、プラスチック
、金属など)、衝撃減衰材料、繊維材料などから作ることができる。少なくともいくつか
の構造940では、典型的なミッドソール要素502bおよびインソール部材、中敷きまたはブ
ーティー要素502cの可撓性に頼って、これらの部材の間の区域を埋めることもできる(た
とえば、カバー要素942の細長い側部944および946に向けて)。代替的には、所望であれば
、カバー要素942は、可撓性材料または少なくともいくらかは可撓性の材料から作り、場
合によってはユーザの体重および/または溝948 (または他の構造)に頼って、それを所定
位置に保持しながらハウジング506および要素802の上の所定位置に単に敷設することもで
きる。
【００８３】
　図10Aは、本発明のフットウェアシステム、運動能力感知システムおよび方法の少なく
ともいくつかの例に存在することができるさらなる例示的特徴を示す。図10Aに示すよう
に、要素802 (たとえば上記様々なタイプの電子モジュール、非電子的ブランクまたはダ
ミー要素など)は、ハウジング506中に受けることができ、所望であれば、要素802をハウ
ジング506中に固定するための何らかの手段を設けることができる(場合によっては、所望
であれば、要素802をハウジング506に対して所定位置に保持するための別個の構造を用い
ることなく、重力、インソール部材もしくは中敷きの重さもしくは嵌合および/またはユ
ーザの体重に頼るだけで、要素802をハウジング506中に固定することもできる)。様々な
例示的固定構造を以下に記載するが、この図示する例では、要素802の底部およびハウジ
ング506の底部は、要素802をハウジング506に対して所定位置で解放可能に保持するのに
役立つ嵌め合いフック&ループ締結要素1002aおよび1002bをそれぞれ含む。代替的には、
所望であれば、本発明を逸脱することなく、たとえば場合によっては要素802をハウジン
グ506中に永久的に取り付けるための接着剤、セメント、エポキシなどを使用してもよい
。場合によっては、所望であれば、要素802は、ハウジング506チャンバ中へのその配置お
よび/またはそこからの取り出しを支援するための取っ手または他の要素を含むこともで
きる(たとえばその上部に)。
【００８４】
　図10Aおよび10Bは、本発明の少なくともいくつかの例示的なシステムおよび方法で利用
可能であることができるさらに追加的な特徴を示す。これらの図面に示すように、ハウジ
ング部材506の受け部および要素802 (たとえば上記様々なタイプの電子モジュール、非電
子的ブランクまたはダミーなど)は、要素802が限られた数の向き(いくつかの例では、た
だ一つの向き)でしかハウジング部材506に嵌らないよう、少なくとも一つの方向(たとえ
ば上下方向)で幾何学的に非対称的であることもできる。図10Aおよび10Bの例では、ハウ
ジング部材506の上外周は、その下外周または周囲よりも大きな外周または周囲を有する
。代替的または追加的に、所望であれば、上外周または周囲は、下外周または周囲とは異
なる形であってもよい。そのような構造では、要素802は、図10Aに示すように向けられる
と、容易にハウジング506のチャンバ中に滑り込み、嵌り込む(たとえば図9A～9Cに示すよ
うに)。しかし、図10Bに示すように反転すると、要素802がチャンバ内に完全に受けられ
る前に要素802の側辺がハウジング部材506の側辺と接触する。このようにして、ユーザは
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、要素802がハウジング506中に正しく取り付けられていないことにすぐに気付き(たとえ
ば、視覚的に、足の不快感により、感触により、など)、修正措置を講じることができる
。この特徴は、たとえば、電力伝達、電気的接触、データ送信、データ受信、アクティブ
化、認証および/または他の目的のために、たとえばハウジング部材506中の要素802の正
しい取り付けが必要であることができる状況で有利であることができる(同じく以下さら
に詳細に説明するとおり)。
【００８５】
　ハウジング506および要素802 (たとえば、上記様々なタイプの電子モジュール、非電子
的ブランクまたはダミー要素など)は、他の方法で同様に非対称的であることもできる。
たとえば、図11A～11Cは、同じくフットウェア構造全体のミッドソール構造502bにおける
、非対称ハウジング506およびその中に受けられる非対称外周を有する要素802の例を示す
。要素802は、図11Aに示す向きでハウジング506に容易に嵌り込む。しかし、図11Bおよび
11Cに示すような他の向きでは、要素802はハウジング506には嵌らない。要素802およびハ
ウジング506の開口の外周形状に依存して、要素802は、所定の数の向き(たとえば、非対
称外周形状の場合には一つの向き、長方形の場合には二つの向き、三角形の場合には三つ
の向き、正方形の場合には四つの向きなど)でチャンバに嵌り込むことができる。ここで
もまた、この特徴は、たとえば、電力伝達、電気的接触、データ送信、データ受信、アク
ティブ化、認証および/または他の目的のために、たとえばハウジング部材506中の要素80
2の正しい取り付けが必要である状況で特に有利であることができる。
【００８６】
　当然、多様な外周および他の形状を使用して、要素802がハウジング部材506に受けられ
る向きの数を制限することができる(たとえば、一つ、二つ、三つまたは四つの所定の受
け入れ可能な向き)。所望であれば、二つの所定の向きが許される場合(たとえば長方形ま
たは三角形の外周形状を使用して)、一つの所定の受け入れ可能な向きが要素802をアクテ
ィブ化またはオン状態に配することもでき(たとえば、以下さらに詳細に説明するように
電気接点を設けることにより)、第二の所定の受け入れ可能な向きが要素802を脱アクティ
ブ化またはオフ状態に配することもできる(たとえば、電気接点を設けないことにより)。
この特徴は、たとえば、航空機移動中にデータ送信を防止し、バッテリ電力消費を減らし
、非競技運動または非イベント使用の際のデータ送信を防ぐなどのための格納に備えて、
たとえば、ハウジング506内の要素802の非アクティブ化状態での信頼しうる格納を可能に
するのに特に有利であることができる。代替的には、この非アクティブ化状態におけるハ
ウジング506中の要素802の格納は、靴の使用中の空のハウジング506の望ましくないユー
ザ感触を避ける、および/または要素802を使用可能にすることの損失または不注意な過失
を防ぐのに役立つ。
【００８７】
　当然、本発明を逸脱することなく、多様な他の電子モジュールまたは他の要素802の場
所が可能である。図12Aおよび12Bは、中間ポスティング位置、たとえばミッドソール要素
502bのヒール領域にハウジング506が形成されているもう一つの例示的フットウェア構造1
200を示す。この図示される例示的構造1200では、要素802は、ミッドソール要素502bの上
からハウジング506の中に装填されるが、所望であれば、要素802は、ミッドソール要素50
2bまたはアウトソール要素502aの側部のポケット要素(図12Bに参照番号1202として破線で
示す)として形成されたハウジング部材506の中に装填することもできる。ポケット要素12
02は、解放可能かつ固定可能なカバーを含むことができ、それにはフットウェア1200の外
部からアクセスすることができる。以下さらに詳細に説明するように、送信システム106
は、要素802の一部として含めることもできるし、別個に設けることもできる(たとえば、
所望であれば、ソール構造502の一部として含める)。
【００８８】
　上記様々な図面で使用したものと同じ参照番号および具体的構造の多くが図12Aおよび1
2Bに使用されているが、当業者は、当然、本発明のこの局面を逸脱することなく、当技術
分野で公知であり、使用されている従来の構造、材料および構成法の使用を含め、多様な
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異なるアッパー部材504、ソール部材502および/または全体的靴構造、材料ならびに構成
法を使用することができることを理解するであろう。
【００８９】
　図13は、本発明のいくつかの例にしたがって提供することができるもう一つの例示的フ
ットウェア構造1300を示す。この図示される例示的構造1300では、要素802(たとえば電子
モジュール)のためのハウジング部材1302が設けられ、フットウェア構造1300の外部から
アクセス可能である。より具体的には、この図示される例では、ハウジング部材1302は、
フットウェアソール構造502の下プレート部材1304に形成されている。ハウジング部材130
2は、ソール構造502の複数の衝撃減衰コラム1306の間に設けられている。この全体的ソー
ル構造502は、NIKE, Inc. (Beaverton, Oregon., U.S.A)からSHOX(登録商標)の下で市販
されている様々なフットウェア製品に含まれるものに似ている。当然、所望であれば、ハ
ウジング部材1302をフットウェア構造1300中の他の場所、たとえば上プレート部材1308の
下面の上、衝撃減衰コラム1306の中または上などに設けることもできる(または、さらな
るハウジング部材1302を設けることもできる)。
【００９０】
　図13に示す例示的構造1300では、ハウジング1302は、それと一緒に移動可能または取り
外し可能に係合したカバー部材1310を含む。カバー部材1310は、本発明を逸脱することな
く、たとえばフック&ループ締結構成、クランプ、クラスプ、ヒンジまたは他の機械的締
結構成、接着剤、セメント、溶接または他の融着技術などをはじめとする所望のやり方で
、たとえばハウジング1302、下プレート部材1304または構造1300の他の部分に固定するこ
とができる。このカバー締結構成は、図13中に参照番号1312で一般に示され、この図示さ
れる例では、フック&ループタイプ締結具を構成している。さらには、以下さらに詳細に
説明する構造により、この例示的構造1300では、データ送信システム106は、少なくとも
部分的に要素802から切り離され、この図示される例では、ハウジング部材1302の一部を
形成している。
【００９１】
　図14は、電子モジュール802に取り付けるためのシステムを含むさらに別の例示的フッ
トウェア構造1400を示す。この例示的構造1400では、電子モジュール802は、ソール構造5
02中に取り付けるのではなく、アッパー部材構造504の一部として取り付けられる。さら
に具体的には、この例示的フットウェア構造1400では、電子モジュール802は、フットウ
ェア製品1400の舌革要素1404の中または上に設けられた、または画定されたポケット型ハ
ウジング1402に取り付けられる。図14には簡単な布地型ポケット部材1402が示されている
が、所望であれば、ポケット部材1402は、上記ハウジング部材506の様々な特徴(および/
または以下さらに詳細に説明する特徴)、たとえば硬質または比較的硬質の構造または形
状、モジュール802を限られた数(たとえば一つ、二つ、三つ、四つなど)の向きでしか受
け入れない非対称取り付け開口、別個の電源および/またはデータ送/受信能力(たとえば
以下さらに詳細に説明するようなもの)、アクティブ化/認証能力(たとえば以下さらに詳
細に説明するようなもの)などのいくつかまたはすべてを有することもできる。ポケット
部材1402が画定または係合される舌革要素1404の残り部分の材料(たとえば、柔らかく厚
い布および/または気泡含有材料)は、モジュール802が存在する場合および/またはハウジ
ング1402が硬質または比較的硬質である場合のユーザの感触または不快感を防ぐ、または
調節させるのに十分な厚さにすることができる。
【００９２】
　本発明の局面のさらなる潜在的特徴が図14に示されている。上記様々なシステムおよび
方法と同様に、所望であれば、電子モジュール802は、たとえば、送/受信要素106および1
08によって示すような無線送信または他のデータ送信能力を介して遠隔システム110/314
との間でデータを送受信することができる。必ずしもそうでなくてもよい。それどころか
、所望であれば、電子モジュール802は、競技能力に関する情報、計測された身体的また
は生理学的データまたは情報などのような所望の情報をユーザに提供することができる表
示装置1406を含むことができる。このモジュール802はまた、アクティブな衝撃減衰要素
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のような他の部品を制御することができる。任意のタイプの情報を電子モジュール802に
よって計測する、および/またはそれに提供する、および/またはそれから送信することが
できるが、図示される例では、モジュール802は、少なくとも、走破距離情報(歩数計に基
づく)を提供する。また、図14に示すように、モジュール802は、残存バッテリ寿命情報を
提供することができる (例示的なバッテリ寿命アイコン1408を参照)。当然、所望であれ
ば、図14に示すタイプのモジュール802は、上記システムのいずれにおいても使用するこ
とができ、所望であれば、送信および/または遠隔表示装置または他の装置の使用を回避
することもできる。
【００９３】
　たとえば図14に示すような舌革の配置は、多様な理由のために望ましい。たとえば、電
子モジュール802を舌革1404に配置すると、たとえばモジュール挿入、取り出し、交換、
オン/オフ切り替えなどのために、モジュール802への容易なアクセスが可能になる(より
具体的には、ユーザは、ハウジング1402またはモジュール802へのアクセスを得るために
、靴を完全に脱がなくてもよい、および/または靴のインソール部材もしくは中敷きを取
り出す、もしくは移動させなくてもよい)。さらには、舌革の場所は、遠隔システム、た
とえばシステム110または314とのデータ交換のためのより良いアンテナ送信を提供するこ
とができる(より具体的には、送信および/または受信能力がソール構造、ユーザの足など
によって遮断および/または減衰されない)。
【００９４】
C. 電子モジュール接続特徴
　上記例示的構造の多くにおいて、ハウジング部材および靴構造の様々なパーツは受動的
であった。すなわち、一般に、電子モジュール102を受けるだけであり、データ送信、伝
送および/または処理機能を実行しない。換言するならば、これらの構造の少なくとも大
部分で(たとえば図13および14に示す構造を除く)、電子モジュール102および/または802
は、電源および/またはデータ収集、処理、送信および/または受信機能を実行するために
必要なすべての部品を収容するものであった。必ずしもそうでなくてもよい。図15Aは、
ソール構造502のいくつかの部分が、ソール構造502の側方要素の間および/またはそれに
沿って延びて、たとえば靴外面で露呈するアンテナ部材1504を有するデータ送/受信シス
テム1502(たとえば、図1の要素106に似たもの)の少なくとも一部分を含む、または収容す
る例示的構造1500を示す。当然、所望であれば、アンテナ部材1504は靴の外面まで延びな
くてもよい(データ搬送波が靴構造1500に浸透して内部アンテナに達することができるも
のと仮定)。送/受信システム1502は、ハウジング部材1506の中を通して形成された接続を
介して、ハウジング部材1506中に取り付けられた電子モジュール102と接続することがで
きる(例を以下さらに詳細に説明する)。送/受信システム1502は、商業的に公知であり、
使用されている従来のシステム、方法およびプロトコルをはじめとする適当なまたは所望
のプロトコルを介して、遠隔システム1508(たとえば、上記システム110および/または314
のようなもの)と通信することができる。所望であれば、アンテナ部材1504は、ソール構
造502の外部の部分まで延び、たとえばソール構造502の一部分の中、上および/またはそ
れに沿って設けられた装飾要素として形成されてその一部分を形成することもできる。
【００９５】
　追加的または代替的に、所望であれば、ソール構造502の一部分は、電子モジュール102
、送/受信システム1502および/または他の処理システムの一つまたは複数の部品を作動さ
せるための電力を供給する電源1510の少なくとも一部分を含むことができる。電源1510は
、以下さらに詳細に説明するように、ハウジング部材の中を通して形成された接続を介し
て、ハウジング部材1506中に取り付けられた電子モジュール102と接続することができる
。所望であれば、ソール構造502は、たとえばバッテリ部材などの挿入または交換を可能
にするために、電源1510の位置へのアクセス窓を含むことができる。
【００９６】
　図15Bは、図15Aに示す構造と類似した構造1520を示すが、この場合、アンテナ部材1522
は、アッパー部材構造504まで延びる、および/またはその一部を形成している。所望であ
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れば、アンテナ部材1522は、遠隔システム1508との適当な通信を提供するように形成およ
び配置されることができる。そのうえ、所望であれば、アンテナ部材は、アッパー部材構
造504の中または上の装飾パターンの少なくとも一部分を形成することもできるし、およ
び/または、所望であれば、カバー材料がこのシステム1522におけるデータ送受信のため
の信号搬送波に対して透過性であるならば、たとえば布地、プラスチックまたは他の材料
(たとえばアッパー部材材料)の薄い層によって完全にまたは部分的に含まれ、覆われるこ
ともできる。
【００９７】
　図16は、ハウジング部材1604中に取り付けられた電子モジュール1602と、たとえば上記
タイプの他の電子部品との間で使用することができる例示的な電気接続構造1600を示す。
これらの接続は、たとえば、電子モジュール1602の一部として含まれる部品1606と、フッ
トウェア構造の一部として含まれる部品1608 (たとえば、ソール構造の中または上、アッ
パー構造の中または上など)、たとえば電源、送/受信システムなどとの間に電気通信を提
供するために使用することができる。より具体的には、この図示される例では、ハウジン
グ部材1604は、電子モジュール1602中に画定された受け部1602aと係合する隆起要素1604a
を含む。隆起要素1604aは、部品1608まで延びる一つまたは複数の電気導体1610を含むこ
とができる。同様に、凹んだ受け部1602aもまた、部品1606まで延びる一つまたは複数の
電気導体1612を含むことができる。隆起要素1604aと受け部1602aとの接合部における導体
1610と1612との間の電気的接続は、様々な目的、たとえば電力を伝達する目的、データ(
モジュール1602に含まれるセンサによって感知されるデータを含む)を送受信する目的お
よび/または他の目的に使用することができる。当然、この接合部における電気的接続は
、電子装置の間で接続を形成するために従来から知られ、使用されている構造、たとえば
ピン、接触パッドなどをはじめとする所望の構造を使用して所望のやり方で形成すること
ができる。
【００９８】
　当然、所望であれば、本発明を逸脱することなく、任意の数の接合部(たとえば凹み受
け部1602aおよび隆起要素1604a)を設けることができ、各受け部/隆起要素対は、所望の数
の接点を含むことができる。また、所望であれば、本発明を逸脱することなく、凹み受け
部1602aおよび隆起要素1604aを省略し、電気接点、ピン、パッドまたは他の適当な構造を
ハウジング部材1604および/または電子モジュール1602中に直接設けてもよい。また、所
望であれば、本発明を逸脱することなく、一つまたは複数の凹み受け部1602a、隆起要素1
604aおよび/または他の電気接点構造をハウジング1604、電子モジュール1602および/また
はカバー要素の側壁および/または上壁に設けてもよい。
【００９９】
　さらに追加的な例として、所望であれば、特にハウジング1604と電子モジュール1602と
の間に多数の接触場所が設けられる場合、様々な接触場所における導電性の場所および/
またはパターンを使用して、電子モジュールおよび/または関連のデータ処理システムへ
の認証情報および/または他の情報を提供することもできる。たとえば、電子モジュール1
602および/またはフットウェア構造1600に搭載された処理システムは、電子モジュール16
02がその特定の靴1600における使用を許可されていることを確認するために、特定の所定
の場所および/または特定の所定のパターンもしくは順序で電気的接触を探しているかも
しれない。予想される場所または予想される順序で電気的接触が形成されないならば、電
子モジュール1602 (または少なくともその特定の機能)が非アクティブ化されるかもしれ
ない。追加的または代替的に、複数の電気接点に及ぶ特定の所定の場所および/または特
定の所定のパターンもしくは順序での電気的接触を使用して、電子モジュール1602が取り
付けられている靴のタイプまたは特定の靴(右または左)に関する情報を提供することもで
き、その情報をデータアルゴリズム選択プロセスで使用することもできる(たとえば、電
子モジュール1602または他の処理装備に対し、計測すべき身体的または生理学的パラメー
タのタイプを教え、電子モジュール1602または他の処理装備に対し、表示のために提供す
べき情報のタイプを教え、電子モジュール1602または他の処理装備に対し、動作させるべ
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き特定の部品および/またはそれらが動作すべきやり方を教えるためなど)。
【０１００】
　図17は、電子モジュール1702 (および一つまたは複数のその電子部品1704)と、ハウジ
ング部材1710を介してフットウェア製品1708に含まれる電子部品1706との間の電気的接触
および電気通信を提供し、維持するための構造1700のさらなる例を示す。この例示的構造
1700では、電子モジュール1702は延長部分1712を含み、ハウジング1710は開口、凹み、溝
または他の不連続部1714を含む。任意の数の延長部分1712および/または対応する開口、
凹み、溝または不連続部1714を設けることができるが、所望であれば、ハウジング1710は
一つまたは複数の延長部分1712を含むことができ、電子モジュール1702は一つまたは複数
の開口、凹み、溝または不連続部1714を含むことができる。また、所望であれば、本発明
を逸脱することなく、単一の開口、凹み、溝または不連続部1714が複数の延長部分1712を
受けることもできる。さらに別の例として、所望であれば、延長部分1712および開口、凹
み、溝または不連続部1714を省略してもよく、所望であれば、以下さらに詳細に説明する
やり方で、たとえば、電子モジュール1702およびハウジング1710の残り部分と同一平面ま
たは実質的に同一平面にある面に電気接点(たとえばピン、パッド、受け部など)を設ける
ことにより、電気的接触を設けてもよい。
【０１０１】
　図17に示すように、この例示的構造1700の延長部分1712の端部は、延長部分1712の端部
からいくらか外に延びる少なくとも一つの電気接点1712aを含む。同様に、この例示的構
造1700中の開口、凹み、溝または不連続部1714の底部は、開口、凹み、溝または不連続部
1714の底部からいくらか上に延びる少なくとも一つの電気接点1714aを含む。フットウェ
ア製品1708中の部品1706 (たとえば、電源部品、データ送/受信部品、データ処理部品な
どの一つまたは複数)と、電子モジュール1702中の部品1704との間の電気的接続は、図17
の底部に示すように接点1712aおよび1714aを介して(すなわち、電子モジュール1702がハ
ウジング1710に取り付けられた時)形成することができる。所望であれば、接点1712aおよ
び1714aを各面から隆起させなくてもよく、それどころか、各面と同一平面または実質的
に同一平面に設けられたこれらの接触要素1712aおよび1714aで接触を形成することができ
る。
【０１０２】
　しかし、図17に示す構造1700は、本発明のいくつかの例でさらなる有用な特徴を提供す
ることができる。たとえば、接触要素1712aおよび1714aの少なくとも一つを隆起させる場
合(図示するように)、それは、他の接触要素(固定されていてもよい)との接触によって内
方に動くように構成することができ、接触要素1712aおよび/または1714aのこの動きを、
電源および/または他の電子部品をオンおよびオフに切り替える(および/または、電源ま
たはシステムの様々な部品を他のやり方でアクティブ化および不能にする)ための一種の
アクティブ化スイッチとして使用することができる。たとえば、図17の左下に示す例示的
な構造1700では、凹み接点1714aが固定され、モジュール接点1712aが可動的に(たとえば
ばね仕掛けなどで)取り付けられて、電子モジュール1702をハウジング1710に取り付ける
と、接触要素1712aがいくらか上に押されてモジュール1702の中に入る(矢印1716を参照)
。所望であれば、この動きを使用して電子モジュール1702のオン/オフスイッチをアクテ
ィブ化する、および/または電子モジュール1702の少なくともいくつかの機能を動作可能
または不能にすることができる(たとえば、電源をアクティブ化する、外部部品1706との
間の電子モジュール1702との間のデータ送信をアクティブ化する、処理システムをアクテ
ィブ化するなど)。同様に、図17の右下に示す例示的な構造1700では、電子モジュール接
点1712aが固定され、凹み接点1714aが可動的に(たとえばばね仕掛けなどで)取り付けられ
て、電子モジュール1702をハウジング1710に取り付けると、接触要素1714aがいくらか下
に押されて靴構造1708の中に入る(矢印1718を参照)。所望であれば、この動きを使用して
、電子部品1706のオン/オフスイッチをアクティブ化する、および/またはこれらの部品17
06の少なくともいくつかの機能を動作可能または不能にすることができる(たとえば、電
源をアクティブ化する、電子モジュール1702との間のデータ送信をアクティブ化する、処
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理システムをアクティブ化するなど)。当然、所望であれば、本発明を逸脱することなく
、両方の接触要素1712aおよび1714aを可動にすることもできるし、固定することもできる
。さらには、所望であれば、上記のように、本発明を逸脱することなく、多数の接触要素
1712aおよび1714aを電子モジュール1702中に設ける、および/またはハウジング1710と関
連させることができ、これら様々な接触要素1712aおよび1714aが固定と可動との所望の組
み合わせを有することができる。
【０１０３】
　電子モジュールが、図16および17に関連して上記したタイプの延長部分および/または
凹み、開口、溝および/または不連続部の様々な特徴を利用するために、ハウジング部材
を通してフットウェア製品の内部の部品への電気的接触を形成する必要はない。むしろ、
一つまたは複数の延長部分および対応する受け凹み、開口、溝および/または不連続部は
、電源、送/受信部品、アンテナ部品などが全体靴構造の一部として含まれている、およ
び/または電子モジュール構造の一部として含まれているにかかわらず、電子モジュール
がハウジング中に正しく取り付けられる(たとえば、単一の所定の向きまたは所定の数の
異なる向きで)ことを単に保証して、モジュールまたはその様々な部品をアクティブ化す
る(たとえばオン/オフスイッチをアクティブ化することにより)、および/または、認証情
報を提供するための特徴として使用することができる。図18はそのような構造1800の例を
示す。この図に示すように、構造1800は、ハウジング1804中に取り付けられた電子モジュ
ール1802を含む。この例示的構造1800における電子モジュール1802は、たとえば、靴構造
の一部(たとえばミッドソール要素1810)などとしてハウジング部材1804中に設けられた延
長部分1808と係合する開口、凹み、溝または不連続部1806を含む。当然、所望であれば、
本発明を逸脱することなく、電子モジュール1802は一つまたは複数の延長部分1808を含む
ことができ、ハウジング1804または靴構造(たとえばミッドソール要素1810)は一つまたは
複数の対応する開口、凹み、溝または不連続部1806を含むことができる。また、所望であ
れば、複数の延長部分および対応する開口、凹み、溝または不連続部は、場合によっては
、いずれのタイプの構造も、電子モジュール1802の上およびハウジング1804および/また
は靴構造の他の部分の中に設けることができる(たとえば、延長部分および対応する開口
、溝、凹みまたは不連続部の場所が、ハウジング1804への電子モジュール1802の正しい挿
入を保証するための一種の「キー」構造を提供するように)。また、本発明を逸脱するこ
となく、延長部分1808および/または開口、凹み、溝および/または不連続部1806の一つま
たは複数は、電子モジュール1802および/またはハウジング部材1804もしくは靴構造の他
の壁に設けることもできる。
【０１０４】
　延長部分1808および対応する開口、凹み、溝および/または不連続部1806は、たとえば
電子モジュール1802の向き付けミスおよび/または許可のないモジュールの挿入を防ぐだ
けの「受動的」なものであってもよいが、これらの構造は、同様にさらなる機能を提供す
ることもできる。たとえば、図18に示すように、電子モジュール1802の開口、凹み、溝ま
たは不連続部1806の内壁は「スイッチ」アクティブ化機構1812を備えることもできる。図
17に関連して上で概説したように、ハウジング1804への電子モジュール1802の挿入は、ス
イッチアクティブ化機構1812の動きまたはトグル動を生じさせ(矢印1814によっておおま
かに示す)、それが他方で使用されて、モジュール1802に含まれる電子部品1816の一つま
たは複数の機能をアクティブ化または動作可能にすることができる。したがって、一般的
な延長部分/対応する開口、溝、凹みまたは不連続部または上記「キー」型構造を利用す
るためにハウジング/電子モジュール接合部にかけて電気的接続(たとえば図17に示すよう
な)を形成する必要はない。
【０１０５】
　図19は、一般的な延長部分/対応する開口、溝、凹みまたは不連続部または「キー」型
構造を含むもう一つの例示的構造1900を示す。この例示的構造1900では、ここでもまた、
電子モジュール1902は、一つまたは複数の開口、凹み、溝および/または不連続部1904を
含む。しかし、この例示的構造1900では、対応する延長部分がハウジング部材1906中に設
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けられていない。むしろ、インソール要素または中敷き1908(または、それに取り付けら
れた、それと係合した、またはモジュール1902上に配置された要素)が、開口、凹み、溝
および/または不連続部1904の中に延びる一つまたは複数の延長部分1910を含む。ここで
もまた、図18に関連して上記したように、図19の構成は単に受動的であることもできるが
(たとえば、ハウジング1906中の電子モジュール1902の正しい取り付けを保証するため)、
図19の構造1900はまた、図18に関連して上記したように、電子部品1914(たとえば、モジ
ュール1902の、またはフットウェアによって担持される)のための切り替え機構1912をア
クティブ化するために使用することもできる。
【０１０６】
　当然、本発明を逸脱することなく、図16～19に関連して説明したタイプの様々な電気的
接続、アクティブ化および認証構造、システムおよび方法の組み合わせを使用することが
できる。さらには、本発明を逸脱することなく、図16～19に関連して説明したタイプの様
々な電気的接続、アクティブ化および認証構造、システムおよび方法を、フットウェア製
品構造上の様々な異なる位置、たとえば図5A～6Bおよび12A～14に関連して上記した様々
な位置で使用することができる。
【０１０７】
D. 選択的係合、解放、アクティブ化および認証システムおよび方法
　本発明の少なくともいくつかの例のフットウェア製品およびフットウェアシステムは、
多様な他の特徴および/または特徴の組み合わせを有することができる。図20は、様々な
さらなる特徴を含むフットウェア構造およびシステム2000の一例を示す。図20は一般に、
ハウジング部材2006中にたとえば上記様々なやり方で(たとえばミッドソール部材2008の
ヒールまたは土踏まず区域に)取り付けられた電子モジュール2004を含むフットウェア製
品2002を示すが、この例示的システム2000は、様々なモジュール固定構造および解放シス
テムを含む。ひとたび電子モジュール2004がフットウェア製品2002に取り付けられると、
たとえば、ユーザがそれを取り外すこと、それを別のものと交換すること、バッテリを取
り替えることなどを望むとしても、特にモジュール2004が硬質ハウジング2006中に固定さ
れているならば、それがハウジング2006中にきつく嵌り込んでいるならば、および/また
はその上面がハウジング2006の上面よりも下にあるならば、把持することが困難であるか
もしれない。図20は、たとえば上記様々なタイプの電子モジュール2004に関連して使用す
ることができる例示的な固定システムおよび解放システムを示す。
【０１０８】
　この図示された例示的システム2000では、電子モジュール2004は、少なくとも部分的に
は、電子モジュール2004の側壁に設けられた嵌め合いチャンバ2012の中に延びる保定部材
2010により、ハウジング中、所定位置に保持される。保定部材2010は、モジュール2004が
、保定部材2010をばね力に抗して押しながら容易にスライドしてハウジング2006に入るこ
とができるようにばねで偏向され、形成されていることができ、正しく配置されると、保
定部材2010がばねの力の下でチャンバ2012中に「パチン」と嵌り込むことができる。この
図示される例では、保定部材2010はさらに、支点部材2016に可動的に取り付けられている
レバー部材2014に取り付けられている。この構造は、少なくとも部分的には、電子モジュ
ール2004をハウジング部材2006中に確実に保持するために使用することができる。代替的
には、所望であれば、このより機械的な構造とは反対に、電子的に制御および/またはア
クティブ化される保定部材2010を使用することもできる。
【０１０９】
　この例示的システム2000のレバー部材2014の自由端(保定部材2010とは反対の端部)は、
モジュール解放機構にアクセスするための、適当な場所に設けられた開口2018に隣接して
位置している。この場合、開口2018は靴のソール構造2020の側面(たとえば、ミッドソー
ル部材2008中、アウトソール部材中など)に設けられている。さらには、解放ツール2022
が設けられ、その端部を開口2018に挿入することができる。解放ツール2022が押されて開
口2018に入ると、解放ツールはレバー部材2014と係合し、レバー部材は支点部材2016を中
心に回転して、保定部材2010を電子モジュールの保定チャンバ2012の外に動かす。必要な
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らば、または所望であれば、一つまたは複数のばね部材2024(または他の構造)を設けて、
ひとたび保定部材2010がチャンバ2012の外に出たならば、モジュール2004を上に押してハ
ウジング2006の外に出すことを支援してもよい。この特徴は、ユーザがモジュール2004を
取り出すことをさらに容易にすることができる。
【０１１０】
　所望であれば、解放ツール2022は、開口2018中に一つの向きで受けられるように形成さ
れることができる(たとえば、「キー」型機構と同様)。図20に示すように、場合によって
は、たとえばソール構造2020中、舌革要素2028中、アッパー部材2030中などに設けられる
ポケット要素2026の中に靴とともに格納可能な別個の解放ツール2022が設けられてもよい
。もう一つの選択または代替として、所望であれば、靴2002の靴ひも2034のための先端金
具2032を解放ツールとして使用することもできる。場合によっては、所望であれば、少な
くとも先端金具2032の一つまたは複数の端部が、開口2018が特別に形成されている場合、
その開口2018の中に嵌るように特別に形成されていてもよい。
【０１１１】
　所望であれば、レバー部材2014および保定部材2010が電子モジュール2004に含まれ、保
定チャンバがハウジング2006中に設けられてもよい。このような構造では、開口2018は電
子モジュール2004中に設けられることができ、解放ツール2022は、フットウェア構造中で
はなく、モジュール2004とともに含まれる解放機構と相互作用することができる。ここで
もまた、所望であれば、これらのより機械的な構造とは反対に、電子的に移動可能および
/またはアクティブ化される固定および/または解放機構を設けることができる。
【０１１２】
　本発明を逸脱することなく、当然、多様な異なる固定システムおよび/または解放シス
テムを使用することができる。図21Aおよび21Bは、電子モジュール2102固定システムおよ
び/または解放システムを含むもう一つの例示的構造2100を示す。この例示的構造2100で
は、電子モジュール2102は、ここでもまた、フットウェア構造の内部に取り付けられる(
たとえば、ミッドソール要素2106に設けられたハウジング2104中に画定された開口を介し
て)。電子モジュール2102はハウジング部材2104中にきつく嵌る、および/または、たとえ
ば接着剤、フック&ループ締結具、他の機械的締結具、戻り止め機構、可撓性保定要素(た
とえば、電子モジュール2102中に設けられた小さな凹みに嵌り込むハウジング2104の壁の
中、またはその逆)などを使用して、その中に固定されることができる。ひとたびハウジ
ング部材2104中に固定されると、上記のように、電子モジュール2102は、取り外し目的の
ために把持することが困難になり、単に靴を上下逆さまにする、および/または振るだけ
によってでは重力下で解放することはできない(特に、上記のような何らかのタイプの拘
束または固定システムが使用されているならば)。
【０１１３】
　図21Aおよび21Bに示す例示的構造2100中の解放機構は、ミッドソール要素2106または靴
構造の他の部分の中に設けられたレバー部材2108を含む。このレバー部材2108は、上下に
回動することができるよう、支点部材2110に可動的に取り付けられている。電子モジュー
ル2102をハウジング部材2104から解放させるには、解放ツール2112 (たとえば上記様々な
タイプのもの)を、ミッドソール部材2106に設けられた解放機構アクセス開口2114に挿入
することができる。レバー部材2108の一部分が解放ツール2112と係合し、下に押されるこ
とができ、それがレバー部材2108をして支点2110を中心に回動させる。この動作が他方で
、レバー部材2108の反対側端部を上に動かす。この図示する例では、レバー部材2108の反
対側端部は、図21Bの進行で見られるように、ハウジング部材2104中に画定された開口211
8の中を通って上に延びて電子モジュール2102と係合し、それを上に押すことができる係
合要素2116を含む。ひとたび上に押されると、電子モジュール2102は、ハウジング部材21
04の上部分を通過し、ユーザが容易に把持することができるようになる(または重力下で
抜け落ちる)。所望であれば、解放ツール2112の力が緩和された時係合要素2116がハウジ
ング部材2104の外の場所に自動的に戻るよう、レバー部材2108を重み付けする、および/
または支点2110を偏らせる(たとえばばね偏向させる)ことができる。代替的には、所望で
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あれば、ハウジング部材の中で係合要素2116に加えられる力(たとえばユーザの手によっ
て、電子モジュール2102またはブランクの挿入によってなど)を使用して係合要素2116を
図21Bの左側に示す位置に戻すこともできる。
【０１１４】
　多様な構造を使用して、図21Aおよび21Bに示すタイプの固定構造および/または解放シ
ステムを提供することができる。一例として、所望であれば、これらの図に示すように、
インソール部材または中敷きは、ミッドソール要素2106に設けられた開口2114と本質的に
重なる、または整合する開口を含むことができる。また、電子モジュール2102の取り出し
、およびそれへのアクセスを可能にするため、何らかの開口をインソール部材または中敷
きに設けることもできる。このようにして、ユーザは、インソール部材または中敷き2118
を取り出すことなく、解放機構に容易にアクセスし、それを利用することができる。代替
的には、所望であれば、開口2114および/またはハウジング部材2104へのアクセスを可能
にするため、インソール部材または中敷き2118の全部または一部を取り外してもよい。さ
らに別の例として、所望であれば、インソール部材または中敷きが、モジュール2102の場
所に一致する、その中に画定された開口を含み、モジュール2102が、インソール部材また
は中敷きに類似した材料をその上面に含んでもよい(たとえば、場合によってはそれに取
り付けられ、その上面に敷設されているなど)。このようにして、電子モジュール2102が
係合要素2116の力の下で持ち上がると、電子モジュール2102およびそのカバー材料を直接
上に持ち上げ、インソール部材または中敷き中に設けられた開口から外に出すことができ
る。このような構成では、ユーザが、モジュール2102を取り外すために中敷きまたはイン
ソール部材を取り外す必要はない。本発明を逸脱することなく、様々な要素、開口および
それらの具体的な構造の場所の幅広い変更が可能である。
【０１１５】
　所望であれば、本発明を逸脱することなく、図21Aおよび21Bの係合システムは、電子的
にアクティブ化および/または作動させることができる(たとえば、機械的レバーではなく
電子部品によって加えられる力の下で要素2116を動かすことにより)。
【０１１６】
　図20～21Bは機械的固定および解放システムの例を示すが、必ずしもそうでなくてもよ
い。図22Aおよび22Bは、電子固定および解放システムが使用されている例示的フットウェ
アシステム2200の例を示す。システム2200は、たとえば上記様々なやり方でハウジング部
材2204中に取り付けられた電子モジュール2202を含む。この例示的構造2200の電子モジュ
ール2202は、以下に説明するようにモジュール2202をハウジング2204中に固定するために
使用される溝、凹み、開口または不連続部2202aをその側面の一つまたは複数に沿って含
む。この図示される例示的構造2200では、ハウジング2204への電子モジュール2202の挿入
がスイッチ機構2206(たとえば機械的スイッチ、電子センサなど)との相互作用を生じさせ
、そのスイッチ機構が他方で処理システム2208に信号を送る。この信号に応答して、処理
システム2208が、電子的にアクティブ化される(たとえば可動式の)保定部材2210に対し、
内方に移動するよう信号を送って電子モジュール2202の溝、凹み、開口または不連続部22
02aと係合させる。この動作が電子モジュール2202をハウジング2204中に確実に係合させ
る。所望であれば、保定部材2210は、ハウジング2204の一部を形成することができる、お
よび/またはハウジング2204中に設けられた開口の中を延びることができる。
【０１１７】
　モジュール2202をハウジング2204から解放するために、ここでもまた、上記一般的なや
り方で解放ツール2212を使用する(たとえば開口2214に挿入する)ことができる。この例示
的構造2200では、解放ツール2212の挿入が何らかのやり方でスイッチを起動する、または
他のやり方で処理システム(たとえばシステム2208)をアクティブ化して、電子的にアクテ
ィブ化される(たとえば可動式の)保定部材2210に対し、溝、凹み、開口または不連続部22
02aから抜け出るよう信号を送って、それにより電子モジュール2202を解放する。必要な
らば、または所望であれば、一つまたは複数のばね要素2216または他の構造を設けて(た
とえば、ハウジング2204の中、ハウジング2204中に設けられた開口に通してなど)、電子



(53) JP 5166405 B2 2013.3.21

10

20

30

40

50

モジュール2202をハウジング2204から押し出すことを支援してもよい。
【０１１８】
　図23は、本発明の例にしたがって使用することができる固定および/または解放機構を
含むもう一つの例示的構造2300を示す。この例示的構造2300では、モジュール2302は、ハ
ウジング2304中に取り付けられ、その中で所望のやり方で(たとえば、摩擦嵌め、戻り止
め構造、保定要素および/または上記様々な構造のいずれかによって)固定されることがで
きる。この構造2300では、モジュール2302の解放が望まれる場合、解放ツール2306が、モ
ジュール2302に設けられた開口2308に挿入されてスイッチまたは他の相互作用機構2310を
アクティブ化する。ツール2306とスイッチ2310との間の相互作用が処理システム2312(図
示される例では、モジュール2302に搭載されているが、必ずしもそうでなくてもよい)に
信号を送り、この処理システムが他方で、モジュール2302の中または上に設けられた一つ
または複数の係合要素2314に解放信号を送る。図23の進行によって示すように、この動作
が係合要素2314をモジュール2302の底部から外方かつ下方に延ばしてハウジング2304の底
部に当てて、それにより、モジュール2302をハウジング2304に対して上に動かす。このよ
うにしてモジュール2302を上に上げると、ユーザは、より容易にそれを把持し、それによ
り、それをハウジング2304から完全に取り出す、および/または、たとえば振られた時、
および/または重力下で、そのきつい嵌りまたは保定構造から解放してハウジング2304か
ら抜け落ちることを可能にする。
【０１１９】
　当然、本発明を逸脱することなく、任意の数の係合要素2314を所望の位置に設けること
ができる。また、所望であれば、上記電子的にアクティブ化され、作動されるシステム23
00ではなく、機械的にアクティブ化される、および/または作動されるシステムが設けら
れてもよい(上記レバーアーム、支点要素などのような様々な構造を含む)。
【０１２０】
　図24は、様々な固定および/または解放機構を含むもう一つの例示的構造2400を示す。
この例示的構造2400では、モジュール2402は、ハウジング2404に取り付けられ、モジュー
ル2402から外に延びてハウジング2404の壁に設けられた凹みまたは開口2408に入る保定要
素2406により、その中に保持される。本発明を逸脱することなく、保定要素2406を開口24
08に係合させる所望のやり方を使用することができる。たとえば、所望であれば、保定要
素2406をばね仕掛けにして、ハウジング2404中へのモジュール2402の挿入が起こっている
時にはばねの偏向力に抗しながらモジュール2402の中にスライドし、開口2408に達した時
点で偏向力の下で自動的に外に延びるようにしてもよい。もう一つの例として、所望であ
れば、ひとたびモジュール2402がハウジング2404中に正しく挿入されたならば、アクティ
ブ化ツール2410を使用して保定要素2406を電子的にアクティブ化し、外方に押しやって開
口2408に入らせてもよい。本発明を逸脱することなく、保定要素2406と開口2408との間の
この係合を形成する他の方法を使用することもできる。当然、本発明を逸脱することなく
、任意の数の保定要素2406および開口2408を所望の場所に設けることができる。
【０１２１】
　この構造2400では、モジュール2402の解放が望まれる場合、解放ツール2410を、モジュ
ール2402に設けられた開口2412に挿入してスイッチまたは他の相互作用機構2414をアクテ
ィブ化する。ツール2410とスイッチ2414との相互作用が処理システム2416(図示される例
では、モジュール2402に搭載されているが、必ずしもそうでなくてもよい)に信号を送り
、この処理システムが他方で保定要素2406に解放信号を送る。図24の進行によって示すよ
うに、この動作が保定要素2406をモジュール2402の中に引き戻し、ハウジング2404中の開
口2408の外に出して、それにより、モジュール2402を解放する(上記のように、この同じ
ツール2410およびシステムを使用して保定要素2406を開口2408中に固定することもできる
)。ひとたび解放されると、たとえばばね部材2418の力の下、モジュール2402を上に持ち
上げることができ、すると、ユーザはそれを容易に把持し、それにより、それをハウジン
グ2404から完全に取り出すことができる。代替的には、開口2408からの保定要素2406の解
放が、単に重力下でモジュール2402をハウジング2404から解放させるのに十分であるかも
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しれない(たとえば、振った時、および/または上下ひっくり返した時抜け落ちる)。
【０１２２】
　当然、所望であれば、上記電子的にアクティブ化され、作動されるシステム2400ではな
く、機械的にアクティブ化される、および/または動作されるシステムが設けられてもよ
い(上記レバーアーム、支点要素などのような様々な構造を含む)。
【０１２３】
　本発明を逸脱することなく、ハウジング中の電子モジュールを機械的、電子的および/
または電気機械的に固定および/または解放するための多様な異なる構造および構成を使
用することができる。そのうえ、本発明を逸脱することなく、任意の数、構造および/ま
たは構成の保定要素および/または溝、凹み、開口および/または不連続部を使用すること
ができる。
【０１２４】
　もう一つの代替として、所望であれば、図20～24に示す解放ツールではなく、別個の解
放ツールの必要性を避けるため、フットウェア構造が、たとえばソール構造中に一体的に
形成されたボタンまたは他のアクティブ化システムを含むように構成することもできる。
【０１２５】
　本発明にしたがって、他の特徴がフットウェアおよび運動能力感知システムおよび方法
で利用可能である。たとえば、単一の電子モジュールが多様な異なるタイプの靴、たとえ
ばランニングシューズ(たとえば、場合によってはGPS情報に基づいて速度、距離、時間な
どに関するデータおよび情報を計測し、提供するため)、ウォーキングシューズ(たとえば
、場合によってはGPSまたは歩数計ベースの情報に基づいて速度、距離、時間などに関す
るデータおよび情報を計測し、提供するため)、バスケットボールシューズ(たとえば、跳
躍高さ、プレー時間などに関するデータを計測し、提供するため)、ゴルフシューズ(たと
えば、ヤード数、移動距離などを計測するため)などで有用であるかもしれない。電子モ
ジュールがフットウェア製品と係合するやり方を使用して、たとえばアクティブ化、認証
、データ処理アルゴリズム選択などで使用するための情報を提供することもできる。
【０１２６】
　図25Aおよび25Bは例を示す。図25Aは、第一のタイプのフットウェア製品(たとえばバス
ケットボールスニーカ)に設けられた電子モジュール2502とハウジング要素2504との間の
係合区域の例示的部分を示す。電子モジュール2502およびハウジング要素2504は、上記様
々な構造および構成のいずれかを含む所望の構造または構成であることができる。この例
示的構造2500では、ハウジング部材2504は、電子モジュール2502上に設けられた対応する
係合面2508と係合する係合面2506を含む。この例示的構造2500では、電子モジュール2502
(多様な異なるタイプのフットウェアで、または多様な異なる感知、モニタリング、デー
タ送信および/またはデータ受信目的で使用することができる)は5個の接触パッド2508a～
2508eを含む。これらの接触パッド2508a～2508eは、ハウジング部材2504の係合面2506上
に設けられた一つまたは複数の接触パッドと係合する。この図示される例では、ハウジン
グ部材2504は、電子モジュール2502の接触パッド2508a、2508b、2508cおよび2508eと係合
するように配設された4個の接触パッド2506a、2506b、2506cおよび2506eを含む。注目す
べきは、ハウジング部材2504中には、接触パッド2508dの場所に対応する接触パッドは設
けられていない。したがって、電子モジュール2502がハウジング2504と係合し、面2506と
2508との間で接触が起こると、たとえばモジュール2502に搭載された、またはフットウェ
アとともに含まれる処理システムが、パッド2508a、2508b、2508cおよび2508eを介する電
気的接触ならびにパッド2508dを介する電気的接触の欠如を感知することができる(たとえ
ば、二進数11101と同様)。
【０１２７】
　図25Bは、図25Aで使用されているものと同じ電子モジュール2502が異なるタイプの靴(
たとえばウォーキングシューズまたはゴルフシューズ)のハウジング部材2552に取り付け
られている構成2550を示す。図示する例では、ハウジング部材2552は、電子モジュール25
02の接触パッド2508a、2508cおよび2508dと係合するように配設された3個の接触パッド、
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すなわち接触パッド2554a、2554cおよび2554dをその接触面2554上に含む。注目すべきは
、ハウジング部材2554中、接触パッド2508bおよび2508eの場所に対応する接触パッドは設
けられていない。したがって、電子モジュール2502がハウジング2554と係合し、面2554と
2508との間で接触が起こると、たとえばモジュール2502に搭載された、またはフットウェ
ア製品に含まれる処理システムが、パッド2508a、2508cおよび2508dを介する電気的接触
ならびにパッド2508bおよび2508eを介する電気的接触の欠如を感知することができる(た
とえば、二進数10110と同様)。
【０１２８】
　たとえば図25Aおよび25Bに関連して記載したタイプの電気的接触の違いによって多大な
情報を提供することができる。たとえば、上記のように、特定の製造者(または製造者の
群)によるフットウェアの各タイプは、異なるタイプの接触パッドパターンを含むことが
できる(たとえば、接触要素2506a～2506eの0個以上)。接触情報のこれらのパターンを使
用して、処理システム(たとえば電子モジュール2502に搭載された、または他の場所にあ
る)は、電子モジュール2502が取り付けられているフットウェアのタイプを決定すること
ができる(たとえば接触パターンの二進数値に基づいて)。接触パターンはまた、モジュー
ル2502が左の靴に取り付けられているのか、右の靴に取り付けられているのかのような他
の情報を伝えることもできる。この情報は、他方、多様な異なる目的のために、たとえば
、どの処理アルゴリズムを使用すべきかを決定するため(たとえば、ゴルフおよび/または
歩行距離の計測ｖｓバスケットボールおよび跳躍高さの計測)、どのセンサをアクティブ
化すべきかを決定するため、データポーリング頻度を決定するため、たとえばユーザへの
表示、さらなる処理などのために遠隔装置に送信すべきデータのタイプを決定するため、
データが送信されるやり方、フォーマットおよび/またはプロトコルを決定するためなど
に、電子モジュール2502によって使用されることができる。このようにして、単一の電子
モジュール2502を得、ユーザによって多様な異なる計測目的などのために多様な異なる靴
構造で使用することができる。
【０１２９】
　当然、本発明を逸脱することなく、たとえばこのタイプの所定のパターンまたはフレー
ムワークを含む電気的接触を提供する他の方法を使用することもできる。たとえば、所望
であれば、ハウジング部材および/または電子モジュールの多様な異なる面(たとえば、上
面、底面、側面、係合面などの一つまたは複数)の上に様々な接触パッドを設けてもよい
。もう一つの例として、所望であれば、他の部材に設けられた一つまたは複数の対応する
凹みまたは開口中に延びる、ハウジングおよび/またはモジュール上に設けられた一連の
延長部材またはピンを介して接触部材を設けてもよい(接点が開口または凹み中に設けら
れる)。さらに別の例として、所望であれば、フルセットの接触部材をハウジング部材お
よび電子モジュール上に設け、フットウェア製品およびモジュールに関連する処理能力に
頼って所定のアクティブ化および/または認証情報を提供して、たとえば、電子モジュー
ルが特定のフットウェア製品との使用に関して許可されていることを保証することもでき
る(たとえば、所望であれば、電子モジュールとハウジング部材との間の接続がパスワー
ドまたは他の認証情報の送信を開始してもよく、ユーザがパスワードを入力するように促
されてもよく、ユーザがアクティブ化/認証プロセスをアクティブに開始してもよく、そ
の後、処理システムを使用して、電子モジュールおよびフットウェア製品が互いとの使用
に関して許可されているかどうかを決定してもよい(たとえば、正しいパスワードの使用
を確認することなどにより))。所望であれば、パスワードおよび/または認証信号を何ら
かのやり方で暗号化して、許可されていないフットウェア製品および/またはモジュール
が互いと一緒に作動することを防ぐこともできる。本発明を逸脱することなく、他のアク
ティブ化制限および/または認証システムおよび方法を使用してもよい。
【０１３０】
　図26は、アクティブ化および/または認証能力を有するもう一つの例示的システム2600
を示す。上記様々な例示的構造は、様々な目的に、たとえば固定システムをアクティブ化
する、解放システムをアクティブ化するためなどに使用されるツールを含む。同様なツー
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ル(または、場合によっては、同じ物理的ツール、たとえば靴ひも2604の先端金具2602)を
使用して、電子モジュール2606および/または全体システム2600の他の部分、たとえばフ
ットウェア製品に搭載された、および/または電子モジュール2606に含まれる処理システ
ム2608をアクティブ化することもできる(たとえば、ツール2602によってアクティブ化ボ
タンを押す、ツール2602によって様々な部品の間の電気的接続を開始または完了させる、
ツール2602によって何らかのやり方で二進信号の生成を開始させる(たとえば、部品間の
電気的接続の開始または完了などにより)などにより)。
【０１３１】
　さらに別の例として、所望であれば、アクティブ化ツール2602(同じく固定、解放など
に使用することができる)を使用して、認証および/またはデータアルゴリズム選択情報を
電子モジュール2606に提供することもできる。図26はそのような構成2600の一例を示す。
この例示的構成2600では、靴の内部が、電子モジュール2606に相互接続する(たとえば、
上記様々な接続法の一つまたは複数によって)接触部材2610a～2610eを含む。アクティブ
化ツール2602は、0個以上の接触パッドまたは要素(たとえば、この図示する例では2606b
、2606dおよび2606e)を含み、これらが靴構造中の対応する接触部材2610b、2610dおよび2
610eと接続する。注目すべきは、アクティブ化ツール2602中、接触パッド2610aおよび261
0cの場所に対応する接触パッドは設けられていない。したがって、アクティブ化ツール26
02が靴の開口に挿入されると、対応するパッドの間に接触が形成され、たとえばモジュー
ル2606に搭載された、または靴ととも設けられた処理システム2608が、パッド2610b、261
0dおよび2610eを介する電気的接触ならびにパッド2610aおよび2610cを介する電気的接触
の欠如を感知することができる(たとえば、二進数01011と同様)。所望であれば、ひとた
びアクティブ化ツール2602が完全に開口に挿入されたならば(たとえば、ツール挿入の過
程でパッド2606と2610との間に形成される接触が誤って情報をプロセッサ2608に送らない
よう)、ユーザアクティブ化または自動スイッチ、トリガシステムまたは処理システム261
2(たとえば、ツール2602に搭載または、ツール受け開口の底などで靴に搭載されている)
を使用して、様々な接触パッド2606b、2606dおよび2606eへの電気の流れを開始させるこ
とができる。
【０１３２】
　当然、本発明を逸脱することなく、要素のパーツ、構造および構成の幅広い変更を、図
26に示する例示的システムに加えることもできる。たとえば、所望であれば、アクティブ
化ツール2602を、靴構造の一部分ではなく、電子モジュール2606中に直接設けられた適当
な開口に挿入することができる(たとえば、所望であれば、接触部材2610a～2610eを電子
モジュール2606中に、またはその一部として設けることができる)。また、図26に示すタ
イプのアクティブ化ツールを使用して、図25Aおよび25Bを参照して上記した様々な情報を
はじめとする所望のタイプの情報(たとえば、認証情報、フットウェアスタイルまたはタ
イプ情報、左足/右足情報、データアルゴリズム選択情報、データ送/受信/表示情報、デ
ータ送/受信/表示フォーマット情報など)を提供することもできる。
【０１３３】
　たとえば上記様々なやり方で本発明の少なくともいくつかの例にしたがってデータおよ
び情報を受信する能力を考慮して、電子モジュールを、たとえば特定のユーザ所望データ
または情報を生成または表示する、選択されたセンサをアクティブ化する、係合、解放、
アクティブ化、認証および/または他の目的のための入力を受けるなどのようにプログラ
ムすることもできる。この入力特徴は、同様に他の目的に使用することもできる。たとえ
ば、電子モジュールは、異なる通信プロトコルを自動的に検出し、それにより、その通信
(送信、受信など)に適切に対処することを可能にするための入力を受けることもできる。
このようにして、モジュールは、任意の数の異なる規格および/または規格外プロトコル
、たとえばBodyLanプロトコル、Bluetoothプロトコル(Bluetooth Sig Inc.(Belleview, W
ashington)より市販)、Wifiプロトコル、RFIDプロトコル、携帯電話プロトコル、UDP放送
プロトコル、TCP/IP放送プロトコル、他の放送プロトコル、インターネットプロトコルな
どで自動的に受信および通信するように設計することもできる。
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【０１３４】
　そのうえ、上記のように、異なるトリガを使用して異なる通信プロトコルおよび/また
はデータ処理アルゴリズムを起動することもできる(たとえば、モジュールが特定の靴に
嵌め込まれた時に場合によっては自動的に。ランニングシューズの場合、ランニングプロ
フィールを開始することができ、トレーニングシューズの場合、ジム/ワークアウトプロ
フィールを開始することができ、バスケットボールシューズの場合、垂直跳び高さを感知
することができるなど)。追加的または代替的に、所望であれば、たとえば、モジュール
によって感知される活動のタイプに依存して、異なる通信プロトコルおよび/またはデー
タ処理アルゴリズムを起動することができる(たとえば、特定の検出される動きまたは活
動のタイプ、走行vs回転、屋外走行vsランニングマシン、走行vs跳躍などに基づいて異な
る通信プロトコルおよび/またはデータ処理アルゴリズムを起動することができる)。さら
に別の例として、使用の場所(たとえば、遠隔ソースからモジュールを用い無線通信を介
して受信されるデータに基づき)が異なる通信プロトコルおよび/またはデータ処理アルゴ
リズムを起動することができる(たとえば、システムは、ユーザが歩いてジムに入る時、
一つのタイプの通信プロトコルで通信する、および/または一つのデータ処理アルゴリズ
ムを使用することができるが、歩いて小売店に入る時、別の通信プロトコルで通信する、
および/または別のデータ処理アルゴリズムを使用することができる、および/または、屋
外を走る時、さらに別の通信プロトコルで通信する、および/または別のデータ処理アル
ゴリズムを使用することができるなど)。
【０１３５】
　さらに追加的な例として、所望であれば、電子モジュールを使用して、他の同位装置(
たとえば、上記タイプの電子モジュールを含むフットウェアの他のユーザ)と、直接的に
同位対同位的やり方で、および/または別の中間もしくは遠隔装置(たとえば、複数のモジ
ュールが通信する遠隔装置314)を介して通信する(たとえばデータまたは情報をやりとり
する)こともできる。この特徴は、一人の競技者または他のユーザ(たとえばコーチ、トレ
ーナなど)が他方の上達を追跡すること、情報を他方に提供することなどを可能にする。
【０１３６】
E. 他の装置および/または特徴
　上記説明は、主として、たとえば競技能力の一つまたは複数の特性を感知するため、フ
ットウェア製品の使用に伴う一つまたは複数の身体的または生理学的パラメータを計測す
るためなどに、電子モジュールを保持するための一つまたは複数のハウジングまたは他の
構造を一体的に形成された状態で含むフットウェア製品に焦点を当てたものである。本発
明のすべての局面がフットウェア統合システムに関するわけではない。図27は、電子モジ
ュール2704を取り付けることができる「汎用」ハウジング部材2702を含む例示的システム
2700を示す。電子モジュール2704は、上記様々なタイプの情報をはじめとする所望のタイ
プの情報を提供および/または受信することができる。そのうえ、汎用ハウジング部材270
2は、たとえば、上記様々なハウジングおよび/またはフットウェア構造への包含に関して
説明した様々な機能および構造をはじめとする所望の機能および/または構造を提供する
ことができる。この図示される例では、ハウジング部材2702は、所望であれば、ハウジン
グ部材2702中の部品(たとえばデータ送/受信システム2708 (たとえばアンテナ、送/受信
部品など)に電力を提供し、電子モジュール2704中に設けられた電子部品に電力を提供す
る(たとえば、ハウジング2702とモジュール2704との間の電気的接触部材2710を介して)こ
とができる電源2706 (たとえばバッテリ)を含む。また、汎用ハウジング部材2702がデー
タ処理能力を含むことができる、および/または、データ処理能力が電子モジュール2704
に搭載されることもできる。この図示される例示的構造2700では、遠隔装置に送信するた
めのデータは、電子モジュール2704からモジュール2704とハウジング部材2702との間の電
気的接触2712を介してデータ送/受信システム2708に送信される。
【０１３７】
　本発明を逸脱することなく、電子モジュール2704をハウジング部材2702と接続する所望
のやり方を提供することができるが、この図示される例では、ハウジング部材2702は、モ
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ジュール2704が取り付けられる開口2716の周囲に延び、開口の中にいくらか入るばね仕掛
けのボール要素2714を含む。他方、モジュール2704は、ばね偏向力の下でボール要素2714
が延びて入り込む小さな凹みまたは戻り止め2718を含む。このような係合機構は市販され
ている。このようにして、モジュール2704は、それを開口2716に押し込むと、ボール2714
を、ばね力に抗して、対応する凹み2718と整合するまで押し戻すことにより、所定位置に
パチンと嵌め込むことができる。一つまたは複数の解放ボタン2720を設けて、ばね力を緩
和し、モジュールを開口2716から容易に滑り出させることを可能にしてもよい。所望であ
れば、別個の接触区域2710および2712を設けるのではなく、ハウジング2702とモジュール
2704との間でこれらのボール2714および受け部2718構造によって(または他の存在する固
定構造を介して)電気的接触を形成することもできる。
【０１３８】
　当然、本発明を逸脱することなく、フットウェアベースのシステムに関して上記した様
々なシステムおよび方法のいずれかを含め、モジュールおよび汎用ハウジングを係合させ
、固定する、モジュールとハウジングとの間の電気的接触を形成する(必要ならば)、アク
ティブ化および/または認証情報を提供する、および/または、ハウジングからモジュール
を解放する所望のやり方を使用することができる。
【０１３９】
　また、所望であれば、本発明を逸脱することなく、汎用ハウジング2700を別の物体に接
続する所望のやり方を使用してもよい。図示された例示的構造2700は、ハウジング2700を
比較的長細い要素、たとえば靴ひも2724、靴2726のアッパー部材(たとえばその舌革、甲
、側面、ソールなどに)もしくは他の装置に設けられたストラップまたはベルトもしくは
他のストラップ部材2804に解放可能に取り付けることを可能にする複数の係合開口2722を
含む(図28を参照)。さらなるまたは代替の例として、所望であれば、汎用ハウジング2700
は、別の物体(携帯電話などの携行および固定部材に似たもの)に容易に取り付けることを
可能にするための、それと一緒に一体的に形成および/または係合されたクランプまたは
クリップ部材(たとえば場合によってはばねで偏向)を含むことができる、フック&ループ
締結具または他の機械的締結構成を含むことができる、別の物体に接着剤によって取り付
けることができるなどである。本発明を逸脱することなく、他の保持および/または固定
システム、たとえば、当技術分野で公知であり、使用されている電子装置を携行し、取り
扱うためのストラップまたは他のシステムを使用することができる。
【０１４０】
　図28は、ハウジング装置2806および電子モジュール2808を含む汎用ハウジング部材2802
がストラップ部材2804に取り付けられている、上記のようなもう一つの例示的構造2800を
示す。この例示的構造2800では、モジュール2808は、カバー要素2810を使用してハウジン
グ装置2806に固定される。所望であれば、モジュールが何らかのタイプのビデオまたは英
数字表示装置2812を含むならば、カバー要素2810は、たとえばユーザがモジュール2808を
見ることを可能にするために比較的透明であることもできる。カバー要素2810は、たとえ
ば、従来の電子装置、たとえばゲーム機、カメラ、ビデオまたはオーディオレコーダなど
でバッテリコンパートメントのカバーが所定位置に保持されるやり方をはじめとする多様
な異なるやり方で、たとえばハウジング装置2806および/またはモジュール2808に固定す
ることができる。当然、上記様々なタイプのシステムのいずれかを含む多様なシステムを
使用してモジュール2808をハウジング2806中に保持することができる(たとえば、単に表
示装置2812を保護するためにカバー要素2810を設けることもできる)。さらには、ハウジ
ング部材2802は、たとえば、時計または他の手首携行要素が形成され、対応するバンドと
係合されるやり方をはじめとする所望のやり方でバンド2804と係合させることができる。
さらには、所望のタイプのバンド2804を、所望のタイプの固定構造、たとえばストレッチ
性バンド、バックルシステムを有するバンド、フック&ループ締結システム2814を有する
バンドなどとともに使用することができる。バンド2804は、システム2800全体を所望の物
体、たとえば装着者の腕、足首または首、靴または衣服、競技器具、別の器具(たとえば
競技者が携行するもの)などに取り付けるために使用することができる。
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【０１４１】
　本発明を逸脱することなく、上記タイプの電子モジュールを含むシステムのさらに他の
例(たとえば、競技能力の一つまたは複数の特性を感知し、一つまたは複数の身体的また
は生理学的パラメータを感知するためなど)が可能である。たとえば、モジュールを一対
の靴の一部として含めるのではなく、ソックスまたは他の足受け装置の一対に含める、お
よび/またはそれに取り付けることもできる(場合によっては、上記タイプの汎用ハウジン
グ部材を使用)。ソックスの場合、モジュール(場合によっては、上記汎用ハウジング部材
の一つとともに)を、ソックスの横または中心くるぶし側に、ソックスの上部足入れ開口
に沿ってなどに設けられたポケットに取り付けることもできる。また、モジュールを携行
する(場合によっては上記汎用ハウジング部材の一つを用いて)ための他のホスト装置が可
能である。
【０１４２】
III. 結論
　本発明を実施する現在好ましい形態をはじめとする具体例を参照して本発明を説明した
が、当業者は、上記システムおよび方法の数多くの変形および改変があることを理解する
であろう。たとえば、本発明を逸脱することなく、本発明の様々な局面を異なる組み合わ
せで使用することができ、本発明の局面の様々な異なる組み合わせを一緒に単一のシステ
ムまたは方法で使用することもできる。また、本発明を逸脱することなく、上記様々な方
法ステップを変更する、順序変更する、省略する、および/またはさらなるステップを追
加することもできる。したがって、本発明は、添付の特許請求の範囲で述べられたように
広く解釈されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０１４３】
　以下の詳細な説明および添付図面を参照することにより、本発明の局面ならびに少なく
ともいくつかのその特徴および利点のより完全な理解を得ることができる。全図を通じて
同じ参照番号が同種の特徴を示す。
【図１】本発明の例のフットウェア製品および/または他の特徴および局面を使用するこ
とができる例示的環境を示す。
【図２】本発明の例にしたがって、たとえば、身体行使または運動などに関連する身体的
または生理学的特性またはデータを、たとえば感知するために使用することができる例示
的な電子モジュールの略ブロック図を示す。
【図３】本発明の例の例示的な競技運動能力感知システムまたは他の身体的もしくは生理
学的データ計測もしくは感知システムの略ブロック図を示す。
【図４】本発明の例にしたがって運動の過程で競技者または他のユーザに情報を表示する
ために使用することができる例示的な遠隔装置を示す。
【図５】図5A～Cは、本発明のいくつかの例の例示的なフットウェア製品のうち、競技運
動能力感知モジュールまたは他の装置を第一の位置に含む部分を示す。
【図６】図6A～Cは、本発明のいくつかの例の例示的なフットウェア製品のうち、競技運
動能力感知モジュールまたは他の装置を第二の位置に含む部分を示す。
【図７】フットウェア製品中の電子モジュールまたは他の装置のためのハウジングを形成
する例示的手順を示す。
【図８】例示的なフットウェア製品のうち、その中に取り付けられた競技運動能力感知計
測モジュールまたは他の装置を含む部分を示す。
【図９】図9A～Cは、電子モジュールまたは他の要素のための、場合によってはその中に
取り付けられたモジュールまたは他の要素を含むハウジングのユーザ感触を調節する様々
な例を示す。
【図１０】図10Aおよび10Bは、本発明のいくつかの例の、電子モジュールおよびそのため
のハウジングの様々な非対称的特徴を示す。
【図１１】図11A～Cは、本発明のいくつかの例の、電子モジュールおよびそのためのハウ
ジングのさらなる非対称的特徴を示す。
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【図１２】図12Aおよび12Bは、本発明のいくつかの例の例示的なフットウェア製品のうち
、競技運動能力感知モジュールまたは他の装置をもう一つの取り付け位置に含む部分を示
す。
【図１３】本発明のいくつかの例の、競技運動能力感知モジュールまたは他の装置を外部
アクセス可能な位置に含む例示的なフットウェア製品を示す。
【図１４】本発明のいくつかの例の、アッパー部材の一部分と係合した競技運動能力感知
モジュールまたは他の装置を含む例示的なフットウェア製品を示す。
【図１５】図15Aおよび15Bは、本発明のいくつかの例の、電源、アンテナおよび/または
送/受信システムのための様々な例示的特徴および構造を示す。
【図１６】ハウジング部材に取り付けられたモジュールをアクティブ化し、給電し、それ
との電気的連絡を提供するための様々な例示的特徴および構造を示す。
【図１７】ハウジング部材に取り付けられたモジュールをアクティブ化し、給電し、それ
との電気的連絡を提供するための様々な例示的特徴および構造を示す。
【図１８】ハウジング部材に取り付けられたモジュールをアクティブ化し、給電し、それ
との電気的連絡を提供するための様々な例示的特徴および構造を示す。
【図１９】ハウジング部材に取り付けられたモジュールをアクティブ化し、給電し、それ
との電気的連絡を提供するための様々な例示的特徴および構造を示す
【図２０】本発明の例にしたがってモジュールをハウジング部材中に固定し、モジュール
を固定システムから解放するための例示的特徴および構造を示す。
【図２１】本発明の例にしたがってモジュールをハウジング部材中に固定し、モジュール
を固定システムから解放するための例示的特徴および構造を示す。
【図２２】本発明の例にしたがってモジュールをハウジング部材中に固定し、モジュール
を固定システムから解放するための例示的特徴および構造を示す。
【図２３】本発明の例にしたがってモジュールをハウジング部材中に固定し、モジュール
を固定システムから解放するための例示的特徴および構造を示す。
【図２４】本発明の例にしたがってモジュールをハウジング部材中に固着し、モジュール
を固定システムから解放するための例示的特徴および構造を示す。
【図２５】図25Aおよび25Bは、本発明の例のシステムおよび方法のアクティブ化、認証お
よび/またはデータアルゴリズム選択特徴の例示的特徴および構造を示す。
【図２６】本発明の例のシステムおよび方法のアクティブ化、認証および/またはデータ
アルゴリズム選択特徴の例示的特徴および構造を示す。
【図２７】本発明の例にしたがって提供することができる自在ハウジング部材のための様
々な例示的特徴および構造を示す。
【図２８】本発明の例にしたがって提供することができる自在ハウジング部材のための様
々な例示的特徴および構造を示す。
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